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日 程

第　1　会議

　昭和べ8年10月15目（火曜日）

一開会式（午前・時・・分於都道府県会館・階中会龍）

・1．　日米知事及び来賓入場

2米国及び日本両鯛歌演奏㈱京消防庁音楽隊｝

　5．　仮議長開会宣言

　4　日米両国知事の紹介（日米両国知事会事務局長｝1

　5　日本側知事会会長あいさつ

　6　米国側知事会会長あいさつ

　Z　ライシヤワー駐日米国大使祝辞

8・　池田内閣総理大臣祝辞

　9　仮議長閉会のことば

三　休憩（この聞6階休憩室にて総理会見）

≒噺鑛（午前1塒・・分於都道府県会館、階大会議室）

　1．　会議手続

　　【イ｝　仮議長開会宣言

　回　議長選任

　｛ハ）　議長就任あいさっ

　｛二｝　経過報告（愛知県知事）

　｛ホ｝　議題の採択

　　　　　　　　　　　　一1一



　　A　日米教育制度の比較

　　B　青少年問題と老人対策

2．　討議　午前10時20分

　　議題’「日米教育制度の比較

｛イ）　報　告

　　　米国側代表（ミズーリ州知事）

　　　日本側代表（山形県知事）

　回　意見発表

5　会議終了　午前11時55分

第　2　会議　　　　，

　昭和58年10月21日（月曜d）

　四　第2会議（午前9時00分於大阪コクサイホテル7階新大宴会場｝

　　1．　会議手続

　　　｛イ1　開会宣言

　　　｛ロ｝　地元知事あいさつ（大阪府知事）

　　　｛べ　議長選任　　　　　　　　　　　　　　　’

　　2．　討　議

　　　　議題「青少年問題と老入対策」

　　　｛イ｝　青少年問題

　　　　A　報　告

　　　　　　日本側代表（兵庫県知事｝

　　　　　　米国側代表（ワシントン州知事）

　　　　　　　　　　　　　－2一



　　　B　意見発表

　　｛ロ｝老入対策

　　　A　報　告

　　　　　米国側代表（デラウエア州知事｝

　　　　　日本側代表（愛媛県知事）

　　　B　意見発表

　3．　共同声明

　　｛イ｝　提案理由の説明

　　同　意見発表

　　｛ハ｝　採　　択

兵　閉会式

　1．　米国側知事代表あいさっ（ミズーリ州知事｝

　2．　日本側知事代表あいさつ（愛知県知事）

　5．　議長閉会のことば
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出席代表及び来賓

第1　会議
　t　米国側

　　　カンサス州知事

　　　ワシントン州知事

　　　デラウエア州知事

　　　テネシー州知事

　　　ミズーリ州知事

　　　ヲロリダ州知事

　　　ウィスコンシン州知事

　　　アイダホ州知事

　　　ユタ州知事

ジョン・アンダーソンJr

アルバート・D・ロゼリーニ

エルバート・N・カーベル

フランク・G・クレメント

ジョン・M・ドールトン

フアリス・ブライアント

ジヨン・W・レイノルズ

ロパート・E・スマイ．リー

ジヨージ・D・クライド

アンダーソン夫人

ロゼリー二夫人

クレメント夫入

ドールトン夫入

ブライアント夫人

スマイリー夫人

クライド夫入
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　　米国知事会事務局長

　　　　　　　　　　　　　同

　　合衆国第七巡回控訴裁判所判事

　　テネシー州知事補佐官

　　米国大使館展示部長

2．　日本側

神奈川県知事

山形県知事

愛知県知事

香川県知事

青森県副知事

岩手県知事

宮城県副知事

東京都副知事

栃木県副知事

群馬県知事

埼玉県知事

千葉県知事

長野県知事

富山県知事

石川県知事

三重県知事

滋賀県知事

鳥取県知事

フレバード・クリフイールド

夫　人

ルーサー・M・スワイガート

トーマス・W・ピーズリー

ハーツエル・L・デイク

内　内　岩太郎

安孫子　藤　吉

桑　原　幹　根

金　子　正　則

平　野　善次郎

千　田　　　正

重村　誠矢

鈴　木　俊　一

成　良　一　郎

神　田　坤　六

栗　原　　　浩

友　納　武　人

西　沢　権一郎

吉　田　　　実

中　西　陽　一

田　中・　　覚

谷　口　久次郎

石　破　、二　郎
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　　　　岡山県知事

　　　　島根県知事

　　　　山口県副知事

　　　愛媛県知事

　　　　長崎県知事

　　　　大分県知事

　　　　熊本県知事

　　　　宮崎県知事

　　　　鹿児島県知事

　　　　全国知事会事務局長

　　5　来　賓

　　　　内閣総理大臣

　　　　自　治　大　臣

　　　　自治事務次官

　　　　自治大臣官房長

　　　　駐日米国大使

第2　会議
　1．　米　国　側

　　　　カンサス州知事

　　　　ワシントン州知事

　　　　デラウエア州知事

　　　　テネシー州知事

　　　　ミズーり州知事

　　　　フロリダ州知事

三　木　行　治

田部　長右衛門

和　田　克　己

久　松　定　武

佐　藤　勝　也

木　下　　　郁

寺　本　広　作

黒　木　　　博

　　　　　　　　Q寺　園　勝　志

　宮　内　　弥

池田　勇人

早　川　　　崇

奥　野　誠　亮

松　島　五　郎

エドウィン・O・ライシヤワー

　ジヨン・アンダーソンJr

アルパート・D・ロゼリーニ

エルバード・N・カーベル
　フランク・G・クレメント

　ジヨン・M。ドールトン

　プアリス・ブライアント
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2．

　ウイスコンシツ州知事

　アイダホ州知事

　ユタ州知事

　米国知事会事務局長

　米国大使館展示部長

日　本　側

山形県知事

愛知県知事

香川県知事

青森県知事

埼玉県知事

石川県知事

三重県知事

福井県知事

滋賀県知事

大阪府知事

奈良県知事

和歌山県知事

兵庫県知事

岡山県知事

島根県副知事

広島県知事

愛媛県知事

長崎県知事

ジョン・W・レイノルズ

ロバート●E．ス・マイリー

ジヨージ・D・クライド

ブレバード・クリフイールド

ハーツエル・L・デイク

安孫子

桑

金

竹

栗

甲

田

北

谷

左

奥

小

金

伊

永

久

佐

原

子

内

原

西

中

口

藤

田

野

井

木

達

野

松

藤
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藤

幹

正

俊

陽

栄

吉

根

則

吉

浩

覚

造

久次郎

義　詮

良　三

真　次

元　彦

行　治

慎一郎

厳　雄

定　武

勝　也



＼

、

熊本県知事　　寺本広作

全国知事会事務局長　宮　内　　弥

＼
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開 会 式

知事会会長あいさつ

会長代理　内山神奈川県知事

　本日ここに早川自治大臣閣下、ライシャワー駐日米国大使閣下

並びに来賓各位のご来席のもと、米国知事共同団長カンサス州ジ

ョン゜アンダソン知事・同ワシントン州アルパート・D・・ゼリ

ー二知事ほか7州の知事各位と令夫人のご参加を得て、第二二回日

米知事合同会議を開催できますことは、私の最も喜びとするところ

であります。

　特に喜ばしいことは、昨年来訪されましたカンサス、デラウエ

ア澄よびフロリダの三州知事をふたたびこSにお迎えすること、

拾よぴ今回は米国各知事夫入に澄会いできたことでありまして、

関係者一同深く感激いたしているところであります。

　申すまでもなく、自由主義を信条とするわが国は、自由主義諸

国家と緊密な提携を保たねばならないのでありますが、そのため

には・許す限り国民各階層が相互に訪問し、理解と親善の機会を

作ることが大事でありまして・日米知事相互訪問計画は、各種日

米交流の最高のものとして・両国民のひとしくその成果を期待す

るところであります。事実・昨年度行なわれました相互訪問は私

共の記憶に新なる所でありまして、その堂々たる成果は日米国交

史上の一頁を飾つたものでありまして、まことに御同慶にたえな
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いところであります。　　’

　本年はまたこれから28日まで御滞在願い・その間本日および

21日の二回にわたりまして日米合同知事会議を開催し、両国共

通の問題について隔意なき意見の交換を行ない・それぞれの目標・

抱負を認識し、相互いに理解を深め・両国行政の進展に貢献して・

日米知事会議の成果をいっそう高めたいと存じます。

　また、米国知事の御滞在甲、会議以外の日は・主として各府県

をご視察願いまして米国側のご希望にできる限り沿いながら・日

本の新しい産業、古い伝統、美しい景色等をくまなく織りまぜ・

また一般民衆にも接触する機会を作り、真の日本、そしてありの

ままの日本を御覧いた×く計画になつて●ります。どうか以上

の点をおふくみいただきまして、両国理解の一助にされますよ

うに切望いたすものであります。

　な宕、ご列席の皆様のご協力を得まして・本日から28日まで

の諸行事が滞りなく運営され、日米知事相互訪問計画が、両国間

友好親善のため、さらに貢献することを切に切に希望いたしまし

て、私の開会のあいさつといたします。
　　　ノ
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）

b

米国側団長あいさつ

’カンサス州　ジヨン・アンダーソン知事

　議長、内山知事・日本の知事各位、アメリカ大使および紳士、

淑女諸君。こ、に出席されたアメリカの知事各位、アメリカ知事

会メンバーの各知事およびアメリカ国民を代表して私は、皆さん

方にご挨拶申し上げるとともに、第2回日米知事会議に出席のた

め、偉大なる貴国を訪問できましたことを喜びに存じます。私ど

もはこの会議が、行政問題についての情報の交換や、日米両国間

の通商問題についての清報の交換のうえに有益なものであること

をよく承知して澄ります。全世界の国民は・健全な施政方針と国

民の利益に合致するような管理を頼りにして凝ります。そして全

世界の国民は、日毎に国民の生活水準が改善されるような通商路

の開発を待望して諭ります。私どもは今日この会議を開催いたし

ますが、もう一っの会議を大阪で開催し、日米両国民が多大の関

心を抱いている行政問題について討議いたすことになつておりま

す。

　私どもはこの両会議の成果と、貴国に澄ける楽しい滞在を期待

いたすとともに、日本の知事会代表各位がアメリカを訪問されま

すことを心から待望いたしまず。
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祝 辞

池田内閣総理’蜷b

　本日ここに全国知事会主催の下に第2回日米知事会議開会式が・

挙行されるにあたり・一言御挨拶を申し上げる機会をえましたこ

とは・私の最も喜びとするところであります。

　本日の日米知事会議は・わが国の多数の都道府県知事のほか、

米国から米国知事会会長アンダーソン・カンサス州知事をはじめ

9州の知事並びに令夫人の御参加をうることとなりましたが、私

は、まず御来訪の米国の州知事御一行に対し衷心より歓迎の意を

表します。

　日米知事会議は、昨年4月都道府県会館のこの会議場に諭いて

その第1回会議が開催され・開会式には私も出席して御挨拶を申・

し述べたのでありますが、本日第2回目の会議が再びここ東京に

おいて昨年と同様にいとも盛大に開催されることとなりましたの

は・昨年の日米知事相互交歓訪問が真に多大の成果を収めたから

にほかならないと考えられるのでありまして、まことに御同慶に

堪えません。

　米国の州とわが都道府県との間には・勿論幾多の事情を異にす

る点がありますが・しかし、両国の知事の皆様方は日米両国それ

ぞれの国民の日常生活に最も関係深い地位におかれることについ

ては・共通であります。このような地位に和かれる知事の皆様方

　　　　　　　　　　　　　一一メ2一



」

が一堂に会し湘互醜勅齢て共通の諸問題について意見を

交換されることは P日米両国の友好糖関係の強化髄の上から

もきわめて有益にして鰭靹ことと存ずるのであはす．元来、

日米輌の関係は・中央政府間のみならず・各種めレヴエル、分

野に和醜勘ものがあるので鋤ま効・、麟鰍の分野に

勒ては特噸密で助・わ姻は・たとえば、ア学一。ン米

国鱒会会長が鱒としてその施政下にあるカンサス州からは石

油製品・大豆・その他化学製品を・・ゼリー一知事の。シン，ン

州勃は小麦・穀類・パルプ・その他鰍類を、さらに，＿レ，

ン購の姉下にある・ズリ酬からは大豆紬花、クズ鉄、化

学薬購を・故・その他の州からも幾多の物資を輸入している

ので肪ます・同時に・わが国の各鮪品も米国嚥入され、皆

様方の各州の工靴紬て・故家庭に杜て使騰れているの

で利ます・私は・掴の州鱒の皆鯖力・、今回の訪日の機会

に’皆様加各州と非常疎噌勘関係にあるわ掴を＋脇

究ぽ解してぽだくとともに・掴の州知事として有して詞

れる猷な酬と路力とをもつて・日繍国髄の繁栄のため

に御尽力下さることを切に希望いたす鵠であります。

この度来訪紅た掴の州鱒並びに鉄人の皆様方は、全国

鱒会禅備し焔紅基づいて・こ編・ら約・週間にわた肪

掴の各地方公共団体を訪問されるわけであ嶽すが、どうかで

きる鮒多くのわ剛民噸せられるとともに、わが国地龍治

の実㌔つぶさに糠され・さらに訪問地域それぞれの産業、経

涼文化発展の状踏についても理鮭深められることを楠い

　　　　”　　　　　　　　　　　　　－13一



L

たします。また、私は、わが国の知事各位と国民の方々が・日本

にとつては遠来の賓客である米国の州知事御一行を・たとい簡素

ではあつても、友情と敬愛の心とをもつて歓迎されることを期待

いたすものであります。

　終⑬に臨み、この企ての実現に努力された関係各位に敬意を表

し、これを機縁として、日米両国民の相互理解と協力関係が今後

ますます増進され、もつて世界の平和と進運にいよいよ貢献され

ることを祈念して、私の祝辞といたします。

’
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祝 辞

駐日アメリカ大使エドウィンO，ライシヤワー

，

　総理大臣および紳士・淑女諸君。

第2回日米知事会議に出席いたし得ましたことは私の喜びとする

ところであります。第1回会議がちようど1年半前開催されまし

たことを私は記憶いたして合ります。アメリカ代表のうち若干の

方々を昨年に続き再たび当地に宕迎えすることが出来、また、新

しい代表各位を拾迎えできましたことを、心から喜びに存じて和

ります。日本側の方々についてはもちろん、昨年の会議に出席さ

れた方々がたくさんご出席になつて和られ、また、私と妻が各県

訪問の際、ご親切な歓待を賜わりーました多くの知事各位がご出席

になつて●られます。

　日米の関係は・単に現在に諭いてのみならず、世界歴史の中で

無比のものであります。そのうち特に大きな要素をなすものは、

もちろん50億ドル以上に及ぶ両国聞の大きな貿易であります。

この貿易は、全世界の大洋を横断する遠距離貿易における飛び離

れて大きな貿易であります。アメリカでは、これより大きな貿易

の相手国は・独りわれわれの隣国カナダがあるのみであります。

私どもは日本の最大の貿易国であります。　・

　日米関係のうち・もう一つの重要な要素はもちろん、世界のこ

の地域に防備を与える、両国間の安全保障の関係であります。こ
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れは私どもが全力を挙げて世界に築き上げようとしている平和機

構の重要な礎石であります。しかしながらこれら二つの要素のみ

が日米両国の関係を無比のものにして蔚るのではあカません。日

米両国の関係が無比であるゆえんは、言語の障壁と歴史的伝統の一

相違にもかかわらず、私どもは、あらゆる意味ですこぶる広範に

して深遠かっ親密な関係を樹立し得たことであります。この広範

な接触の一っの重要な部分は、日米両国の知事会議であります。

この会議はまことに意義深い会議であります。私はこ〉に各位を

和迎えして、各位が有益にして愉快な時を過されますよう希望い

たします。あクがとうございました。

4

（
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第　　1　　会　　議

（都道府県会館）



第 1 会“　議

議長就任あいさつ‘

内山神奈川県知事

　ただいま皆様のご推薦によりまして、本日の会議の議長を

つとめさせて頂きます・この会議は・さきに開会式にあた憤し

て・来賓ならびにア・リ・鱒一行の代表の碗ぺにな憤した

と詞・まこと鮪意義な会議で利ますので、私も全力をつく

してこの会議の成功を収めさせたいと考えまして、皆様のご協力

を噸いしたいと思うのであ照す．何分よろしぐ噸い申し上

げます。
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経 過 報 告

桑原愛知県知事

　知事諸賢、こ〉に日米知事相互訪問計画のこれまでの経過を御

報告申し上げる機会を得ましたことは・私の光栄に存ずるとこ

ろでございます。

　この計画は、ハワイの州知事と東京都、大阪府、広島県の各知

事との予備的な話合いから始まりまして・米国に●きましては・

1961年6月ハワイに宕いて開催されましたアメリカ合衆国第

5・回全米知事会敵孕いて承誤れまして・また日本に宍ま

しては、同月全国知事会議に和いて採択されたところでございま

す。

　こえて、1962年4月にこの計画は実施に移され、ペンシル

パニァ州ローレンス知事始め8名の知事を●迎えいたしまして、

第一次日米知事会議を開催いたしますとともに数都府県に及ぶ御

視察をお・願いいたしたのでございます。

　次いで翌5月神奈川県内山知事を始め、6県知事が訪米されま

して、ケネディ大統領閣下を始め・各州知事と懇談し・又各州を

視察いたしまして日米相互理解の上に多大の成果を収めることが

出来たのでございます。　　　　　　　・

　な澄、昨1962年には、このように両国知事が相互に訪問い

たしたのでございまするが、昨年末1965年からは毎年いずれ
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かの一方が訪問することに決定いたしまして、本年は日本側は知

事選挙の関係からいたしまして1964年に米国を訪問すること

となりまして・本年は先ず米国知事さん方をお迎えすることκ取

り決め・本日こSに日米知事会議を開催するに至つた次第でござ

い’ます6　　　　　　・

　以上経過を簡単にご報告申し上げましたが、最後に私は、この

たびの計画が円滑に実施せられ、所期の成果を挙げられる様心か

ら念願して御報告を終る次第でございます。

二」
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議題に対する報告

日米教育制度の比較

ミズリー州ジヨンM・ドートン知事

　議長・日本の知事各位和よびアメリカの私の同僚の皆さん。教

育は・植民地時代以来アメリカ政府の責任であつたのであります

が・今日に凝いては・教育の管理と責任は、主として州に任され

ているのであります。

　概して・本日の私の報告は・個々の州では多少の相違はありま

すが・主としてアメリカに澄ける教育制度について行いたいと存

じます。各州のこの相違は、各種の州の法律、相異なる財政手段、

各種の教科課程、教育計画の管理と効果の相違等によるものであ

ります。アメリカの大多数の州では、6才から16才まで義務教

育を要求しています。初期の時代には、教会が、教育の機会にっ

いて責任をとつておりました。初期の大多数の学校は、寄付金制

でありました。すなわち住民は・教育費支払いのため、地域的に

金を徴集いたしました。そして当然の結果として、多くの貧困者

は参加し得なかつたのであります。

　グラマスクール層での教育は＝現・今は大多数6才から15才の年

齢である＝19世紀の初期に急速な発展を遂げました。しかし、
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グラマスクールの教育が税金によいまた公共の・ベルで支持

されていたの臨1ほ6・年頃以前のことであ庭した。

　　186°年代以後ア・デミィ仲等学劇の制度ができまし

たが・これらは後に中等学校に吸収さ繍した．この・。年間

に鮒る8学年から12学年までの児童を教育する中学校教育

は・アメリカのほとんど全児童がこれを受け得るように勃ま

した・私どもは多年の齢百年以上の酷公立澄よび私立の大

学をもつて鋤ました・私立学校のうちには2・・触上ら歴

史をもつたものもあります。

　数年肺でア・リ・の学生のほぽ…一セントは、私立大

学に D在学して司ました・もちろんその残余は、公立学勒在

学して鋤ました・しかしながら大学入学を希望する多数の青

少年の増加杜び励ゆる繊児醜厩ともに公立大学入

学生も急速囎加して剖ます・現今すべての教育段階儲け

る発展が猷し理望されて勧・このため校舎の不足翻き

起して詞ます・そのため各州はいずれも、戦大学の数のみ

ならず・職業的専門大学院の設立勧を注いで訓ます。

皆さん方は・ア・リカの報がどのよう順金の供給綬け

ているヵ’知賊いと思われるでしよう．グ・マ・スクー，レ級の

始めの8学年は・主としてその学区の財産税によはえられ、

さ旅多くの州では・州政府の醐金に抽補われています。

アメリカの多ぐの州では・所得税を徴収し、餓物品税を取

つています・これがグラマ・スクー・ぽよび申等学校冷なわ

ちアメリカの教育制度の最初の12年間の事業を充足する、主
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要な才入源であります。連邦政府は・この12年間に・給食計画

や身体不自由児の職業訓練のような・特別事業にのみ資金を供給

いたします。

　各州に澄ける教育関係者の最近の傾向は・グラマ’スクール澄

よび中等学校級の改善を図り、また教育の質の改善を図ることに

向けられて宕ります。それから私どもは、各州に散在している2

年制の短期大学の発展を計画して和ります。この目的は・学生・

特に低所得層の学生に、より多く高等教育を受けさせることであ

ります。私どもは、高等教育施設・すなわち・12学年から16

学年和よびそれ以上の学年の施設数の増加を計画して和ります。

　そして私どもは、アメリカの×学の調査や大学院や専門教育に

大いに力を注いでお・ります。

　入学生の増加と、各種大学の教科課程拡大の必要に伴い私ξも

は、今やワシントンの連邦政府は・高等教育の経費の一部を補充

すべきであるとの要請と強要とを受けて和るのであります。現在

までのところ連邦政府は、グラマ・スクール●よび中等学校に特

殊サーヴイスをしている以外、何等の援助をいたして和りません。

それで私どもは連邦政府の援助を要求して多大の論議をかもして

おるのでありますが、援助を得られるかどうか私は疑問に思って

和ります。私はそれに反対する者の一人であります。

　私どもは、宇宙時代、科学時代・あるいは原子時代等と呼ばれ

ている現代の要請に応じて、活ぱっに躍進して和ります。私ども

は、これらの教育に対する新らしい必要と要請とに応じようと努

めて詮ります。私どもは、より多くの人々が高等教育を受けられ
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るようにと企画して詮ります。私どもは、アイディアとサゼスシ

ヨンとを得たいと存じ・日米両国民のため、相共により有効な制

度を建設することが出来るように勉強し、また、アメリカの教育

制度と日本の教育制度を比較いたすため、日本を訪問いたしたの

であります。ありがとうございました。

，
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日本の教育制度

安孫子山形県知事

1　その史的背景一「学制」

　　日本に和きます近代教育の制度は1872年に学制の頒布に

よつて已に確立されたといえると思います。

　学制はそれまで残つて澄りました一切の封建性を払拭して、・

近代国家として歩みを進めようとする国民の意志を教育計画の

上にも宣言した雄大にして気はくにみちたものでありました。

　学制はこれを大きく分けて六っの部分より成立っています。即

ち・大・中。小学区のこと・学校のこと・教員のこと、生徒試

業のこと・海外留学生のこと、学資のことであります。

　学制が制定されるに当り・範を・ランスに求めたととは否定

できない亡とでありま，すが、・すでに一世紀近い以前に於い

て現今教育制度の中核をなす多くのことが定められたことは驚

歎に値することであ’ 閧ﾜす。

　学制に関し・その重要な点三点を挙げて澄きます。

　一っは、学制に於いて掲げられている教育の理念であつて、

それは人聞尊重・個入の価値の尊厳さを説き、入間は教育を受

けることによってのみ真の入た帰るという思想を当時の一般

庶民に説いていることであります。

　二は、これまでの教育制度の中に残存していた二重系統と組
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　織を許容しようとする考え方を完全に捨てたことであります。即ち、

　学校はヒれを小・中・大学の三段階に分けて組織し、これを全

、国民に一様に解放して単一化された制度を確立したことです。

　三は・学校への入学に関し・父兄及び児童に対して強制力を

発揮してこれを義務づけたことであります。

　その後1885年の教育令、1900年の小学校令等大きな

改正はありましたが、どこまでも、学制の精神が貫徹され、実現さ

　れてきたところに今日の如き進歩した教育制度に至った基盤が

　あつたと考えなければなりません。

2　現行制度の基礎

　現在の教育制度の大半は・1945年8月、終戦を契機とし

　て成立したものであり、終戦に伴い教育は占領軍の下に管理さ

　れることとなり・占領が解かれるまで7年に亘り管理政策下の教

育が行なわれたのであります。

　戦後間もなく、占領軍最高司令官は「日本教育制度に対する

管理政策」を覚書として政府に指令し、教育に関する占領の目

、的及びその政策を明らかにし・とれを直ちに実施すべきことを

命令しました。

　その内容は軍国主義思想の払拭・自由・平和・基本的人権尊

重の思想の培養を理念としています。そして教育制度改革の指標

となったものは「教育使節団報告書」であります。即ち、1946

年ジヨージ・ストダードを団長とする27名の教育使節団が同

5月末教育建設の具体的方策を立案しました。

　これが「アメリカ教育使節団報告書」であり、当時の総司令
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　部はこれに覚書を付しました。

　　報告書中教育制度改革に特に関係の深いと思われる点は川教

　育行政の地方分権化と教科書行政への指針であり、｛2｝国語の形

　式をより民主的なものにするための方策研究を行なうべきこと

　であり、｛3｝には都道府県市町村に一般投票により選出ざれる教，

　育委員会の設置であります。

　　更に重要なことは・　「男女共学制の修業年限9ヵ年の義務教

　育年限延長の改革案」を提案したことであります。

　　その内容は、小学校六年、中学校三年の義務教育の上に修業

　年限三年の高等学校の設置を課し、　これが現行学制の基本を

　なすいわゆる「六三三制」であります。

　　この勧告を受け主体的に実践の役割を果したのは、教育刷新

委員会でありますが・のち中央教育審議会となり、現行日本教育制

度の殆どは、ここに詮いて決定されています。

5　現制度の中核

　　1947年3月、国会の審議を経て教育基本法が制定公布さ

れました。

　本法はその前文に教育の理念を明らかにし、っいで本文には

教育の目的と方針を定め・教育の機会均等・男女共学、学校教

育、社会教育、政治教育、宗教教育、教育行政の諸原則を示し

たのであります。

　現在の学校制度は・小学校六年、中学校三年、高校三年、大

学四年とし・その上に大学院を設けるものであつて、いわゆる

単線型の制度であります。
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　義務教育9年への延長を中心とする学齢‖度の改革は新次

大戦後・既に3・年来の懸案顛であつたのですが、使鯛

’報告書と戦後噺しい教育へ磯望が結実して学鱗系の根本

的な改革となったものであります。

　義務鯖年限の延長畔い大きな問題となつたのは施設の整

備と教育内容の刷新でありました。

　第二次大雌‥ける学校施設の罹災は27・万坪3，。。。

校に及んだので劫まして中学校発足当劇こ期る生徒数519万

人甲159万人分の教室が不足していた状態から発足したので

ありました。

　施設鰹備は地方財政上・猷の課題であり、このため辞職

し姉町村長も多く・自殺して責任を果そうとした村長すら出

たのでありました。

　教育内容については翻教育の目的と目標を達成するため、

教育課程・内容及びその取扱いはすぺて学習指鞭領によらね

ばならぬこととなり・教師の自律的な活動を促し、児童生徒の

能力や・興味・地域の特性・学区の実情に即して活発な教育活

動が展開されるよう期待されています。

　中学校は修業年限三年であつて義務教育であります砧の発足は

1947年で鋤ますが撫から出発した」と言われるように当初

は施設・設備・教員組織・教材教具等、すべて不備、不足でし

たが・・国民の非常な努加勒現在の状鮮で鰹備された

のであります。

高等学校は旧来の中学校から発展的に移行されたものであつ



てその設置については「高等学校設置基準」によることとされ

て拾り、その発足は1948年であります。

　1948年から盲児・ろう児の教育が義務制となり、また、

養護学校については、各都道府県にほぼ一校が設置されている

状況であります。

　大学は国立大学設置法に基いて設置され、その性格は一般教

養を重んじ、学問的研究と共に専門的職業訓練を重視しながら

両者を一一体化しようとするところにあります。

　いっの時代においても教師は教育活動の中核的な存在です

から、教育は人であると言えるのであります。

　従って教員の養成は・極めて重要な意味をもっものであつて

現在教員は大学の教員養成の学部で養成されており、　「教育職

員免許法」にもとついて所定の免許資格をもうことが必須要件

となつています。

　教員の団体活動は戦後、特に活澄に行なわれました。これを大別

すれば研究を目的とする職能的な団体と労働組合としての教職

員組合の活動であつて、特に目ざましい活動をして来たのは後

者であります。当初w教職員組合は一般の労働組合と同等に取扱わ

れましたが、19・48年政令201号によりその活動に大幅な制限

が加えられました。1954年には「教育の政治的中立に関する臨

時措置法」が制定され・　1958年勤務評定反対闘争に澄・

いて組合運動はその頂点に達し、教育の秩序は甚しく混乱に陥

ましたがこれらに対しては国民の強い批判も加えられ将来に亘り

多くの問題を包蔵しています。
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4．　当面する課題

　　教育は社会の本質的な機能の一っであり、教育はその社会が

　背負っている歴史や伝統や性質の上にその具体的な姿となつて

　現われます。

　　わが国現行の教育制度は、叙上の如くアメリカの学制を基礎

　として作り上げられたものであります。

　　わが国が民主国家として成長してゆぐためには、今日までの

　経緯と実情に鑑み、わが国情に適合したものに完成させてゆか

　ねばなりません。

　　この観点から現行の教育制度改善のための問題点を若干あげ

　て宕きます。

　口1　後期中等学校の整備と拡充の問題

　　　義務教育終了後の教育制度としては高等学校、その他の教

　　育機関がありますが、全く教育の対象外に澄かれている青少年の

　　数もかなりのものがあります。

　　　このために彼等の能力、適性に応じた適切な教育を与える

　　ため、既成概念に捉われぬ弾力性に富む教育制度を検討せねば

　　なりません。

　12）　科学技術教育の振興

　　　最近の技術革新は・生産の技術を躍進させ・勝れた技術者

　　を強く求めています。このためには、理工系部門の拡張・研究

　　体制の充実等が必要喫緊なものであります。

　｛5｝　教師養成計画の再検討、教師集団の’適・正化、教育技術の改

　　善および物的条件の整備であります。
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5．　教育財政上の問題点

｛1）　財政負担の問題

　　学校教育法に澄いて「学校の設置者は‥その学校の経費を

　負担する」と規定していますが・市町村の設置する義務教育諸

　学校の教職員給与費は・都道府県の負担であり、その2分の

　　1は・国が負担することになつています。

　　　これは財政力の乏しい市町村に●いても相当の教育水準を

　確保しようとする配慮からであります。

　　　しかしながら、祁道府県に●いても、財政力は区々です

　ので・地方公共団体の財源の調整機能を営む地方交付制度に

　教育費の需要額を算入し、教育費の最低所要額を保障してい

　ますが・財源調整機能は・現在必ずしも充分であるとはいい難

　いのであります。

【2，　高等学校生徒急増の問題

　　高等学校への入学者数の比率は年々増加して拾り、今後も

　また増加する傾向にあります。

　　この社会的な要請に対応して、公立高等学校の拡充が実施

　されていますが・地方公共団体の財政運営上大きな影響を与え

　ている現状であります。
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意 見 発 表

，

藪寸

デラウエア州　カーベル知事

　議長さん。私は、少しばかり説明を加えて明僚にしておきたい

ことがございます。それは1607年代にさかのぼり、最初13

の植民地に始められたアメリカの教育は、常に地域社会の問題で

あつたということであります。私は、教育は、市町村、州、また

は県の水準における地域社今の醐であると・・うことを強調した

いと存じます。

　アメリカの連邦政府は・アメリカの教育制度の全般にわたり財

政上の寄与をして参りましだが・しかもな澄教育制度の管理は、

常に中央を離れた地方に委ねられていたのであ憤す．すなわち

州・県または郡もしくは市・町または村の管理に委ねられていた

のであ憤す・ドー・レトン知事が指摘さ纐したように、連邦政

府が職業教育や農業教育のため、資金の援助を行つた場合もあり

ます。また最近連邦政府は・中等学校程度の数学、自然科学、外

国語の拡充教育の助成を図り・国の政策としてこれが拡充のため

一部の資金を提供しています。

　しかしながら・アメリカの教育制度の管理と教科課程は、多額

の財政的援助一恐らくその95・・一セントに及ぶ一と共に、地方

’によつて行われているということを重ねて強調したいと存じます。

議長さん、ありがとうございました。
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西沢長野県知事

　長野県知事の西沢でございます。ただいま米国の教育制度

についてお教えいただきまことにありがとうございました。

　私は府県自治体として当面している問題について二・三申

し述べてご意見をお聞きし、お教えいただきたいと思います。

　日本の戦後の教育制度は、さきほど安孫子知事からも申し

上げたとおり、アメリカの教育制度を見習つてきた面が非常

に多いのであります。しかし国が教育にタツチする部面は、

アメリカにおける連邦政府と州との関係と日本における自治

体との関係は大分相違があると思われます。～二れはやむを得

ないというか当然のことであつて、日本が狭いということ・

それから自治体それ自体に格差があります。しかし教育は機

会均等であることによつて国のタツチする面が非常に多いと

いうととは当然のように思います。なお最近においては、自

治体の財政等漸次ひつ迫を告げてくるので、したがつて教育

に対し国に補助金等を要請する面が大変強くなつて

きております。たの～二とは、教育の自律性、自主性を保持す

ることと矛盾するととであります。ことに一つの問題があり

ます。

　さて県としてただいま当面している大きな問題は二つあり

ます。その一つは、終戦後のいわゆるベビー・ブームであり、

今日あるいはこれから数年にわたつて高等学校に入る生徒が

非常に多くなつて参りました。全国的にいえば、ここ数年間・て

に90万人ぐらい多くなると思います。なおこの反面におい
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ト

て・小中学校に入学する児童が大分減つてぐるのであります。

とれは500万入ぐらい減少するとみております。この二つ、

の問題は、自治体として当面している一番大きな問題であり

ます。

　後段の方の小中学校に入学する児童が減つてくるというと

とは、別の面からいうと教員が過剰になるということであり

ます。いま国が法律によつて標準法を作つておりますが、こ

の標準法によつて算定をすると、児童が減るたとによつて教

員が7万入ぐらい過剰になるという計算が出て参ります。

　たれを私の県で申しますと、私の県においては本年1年に

おいてこの標準法によつて計算をすると、600余名の先生

が過剰になるということになります。　しかし600余入とい

うものを直ちに整理するわけにもいかないし、さらにまた、

たの機会にその余剰教員をもつて教育水準を向上しようとい

う計画を立て・へき地の学校に教員を増配するとかあるいは

養護学級（精薄児童の学級）あるいは専科の教員、養護教諭

等を増配をして約400名（正確にはろ99名）を県の単独

の事業としてこれを実行したのであります。もつとも県の単

独事業といつても、国庫負担法によつて、さきほど安孫子知

事から申しましたように、教員の半分は国の方で補助金があ

るが他の半分は県においてまかなつている、という状態であ

ります。

　しかし、たのようなたとは単年度ではできるけれども、今

後引き続いてこの余剰教員に対してたのような財政処置はで
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き左いので、ことに大きな問題があります。～二のことは全国

的な傾向であるので、いま日本においては1学級の最高を50

名としているけれども、～二れを45名ぐらいに引き下げる法

律がただいま用意をされているのであります。しかし私ども

の希望としては、たの45名をさらに引き下げて、恐らくア

メリカでは1学級の最高を40入程度と承つているけれども、

その程度に下げていただくたとになれば、教育効果、教育水

準が向上するし、小中学校で生ずる生徒児童の減少によつて

生ずる余剰教員のはけ口はそこに求めることができるのでは

ないか。これが大きな問題であります。

　もう一つは、さきほど申しました高等学校の生徒の急増の

問題であります。私はベビー・ブ」ムということを申し上げ

ましたけれども、己れともう一つは高等学校はわが国では義

務制ではないけれども、進学率は年々増加を七て、全国の平

均では66～67％位になつております。私の県ではそれよ

り若干上回つております。さらに、高等学校に志願している

生徒の入学率は大体98％ぐらいであります。ほとんど要望

を満たしているという状態であります・したがつて、高等学

校の急増対策の問題も大きな問題であります。これは安孫子

知事からも申し上げたととろであります。これに対する施設

について、国に対して要望をしてきておりますが、なかなか

思うようにはいかないというのが現状であります。

　もう一つの問題は、高等学校の急増と同時に、急増である

から先生が不足してきたことであります。とくに理工科系・・
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統、技術課程の方面の先生が不足して、ときに小学校の教員

の中からその方面に適当な者を高等学校に向けるという処置

もして、とのととによつて、小中学校の教育に若干影響した

という面もあつたけれども、このような～二ともしているので

あります。あるいはまた・将来高等学校が過剰になる、小中

学校の生徒が減つてくるので、将来高等学校も施設が過剰に

なるととを見越して、1・学級を55名位収容しているという

ところもあります。

　もう一つの問題は、日本がいま重工業あるいは機械工業等

を主とする産業構造の変革期に入つていて、学校教育もこれ

にマッチするように内容を変えていかなければならないとい

う～二とが大きな問題であります。国の大学もさようでありま

すが、自治体が当面している高等学校においてもそのように

内容の変革を企図している次第であります。とくに内容にお

いて農業高等学校も工業高等学校に内容を変えていかなけれ

ばならないという問題もあります。高等学校では、量と質’と

の二つの問題に当面しております。たのために、とくに理、

数、工という面の教員不足にいかにして対処するかというこ

と、これもまた大きな問題となつております。

　最後に一つ申し上げたいたとは、小学校入学前の教育につ

いてであります。たれには幼稚園がありますが、そのほかに、

最近は保育所が大分発達してきております。アメリカでは年’

令的に段階があるように聞き及んでおりますが、日本におい

ては年令的にも内容においてもほとんど同様であります。し
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かも幼稚園は文部省の所管であり、保育所は社会施設という

見地から厚生省の所管であります。したがつて、～これを受け’r

て、われわれ自治体の内部，においても、所管ρ部課が異なつ

ているという状態であり、したがつて設置認可についても、

あるいは補助金等についても、取り扱いが違つております。

米国の幼稚惨は小学校に付置せられているものが多いと聞き

及んでおります。日本においてもこの制度を整備して、就

学前の教育に一貫性を持たせる必要があると考えている次第

であります゜

　以上、自治体としての教育に関して当面している二、三の

問題について概況を申し述べ、アメリカの実情等をさらにお

示しいただき、ご教示をいただけるならば大変幸せでござい

ます。

ミズリー州　ドrトン知事

｛

　議長さん。私は西沢知事さんのご報告に深い興味を覚えま

した。お話の要点は、アメリカの州にも適応され、ほんの僅

か言葉を変えれば、どの州にも適応されると思います。日本

でもベビー・ブームがあるということを私は知りませんでし

た。ベビー・ブームは、アメリカに独自めものであると思つ

てお’りましたC

　あなたが地方行政について申されたようなことは、アメリ
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カでも漸次連邦資金に依存してきているように思います。し

かし州知事たちは、彼等の権利を失うまいと甚だ気を使つて

います。多くの知事たちは、自分たちでそのような資金は獲

得すぺきであると考えており、自分たちの教育計画は優れぞ

いると確信しています。大多数の私どもは、私どもの教育計

画を州まだは県の基準で処理することは、私どもの責任であ

ると考えております。私どもの多くは、将来私どもの敵に渡

したくないと考えている権利を、今日連邦政府に与えるべき

であるとは考えておりません。皆さん力のすべての問題は、

私たちの州にもある問題であり、私どもは、その他にも若干

の問題をもつそいると思います。

ユタ州　クライド知事

　議長さん。私は日米両国の教育制度についてのこれらの報

告に、多大の興味を抱いて参つたものであります。私は、日

米両者の見解を包括する一つの質問を提起したいと思います。

すなわち、私どもの教育制度の目標は何かというたとです。

技術を身につけない普通の労働者のなし得る仕事は、次第に

少なくなつてきており、訓練も受けず技術ももたない人々は、

今や経済的要請に応ずることが困難になつてきています。

　例えばアメリカにおいては、農業を除外して、いわゆる

「専門職」に従事している入々は、住民の約1割に過ぎず、
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ほぼ9。・・一セントの人・は、技術職や一般職や商売に従事

しています。しかもアメリカの教育制度は、究極のところ将

来の専門職にのみ向けられてきた観があい私どもは・技術

や手工芸や商売や一般的職業に従事し劇ナればならない非常

に多くの人々の訓練に充当すべき機会を利用せず、またその

利用に失敗してきたのであります。

例えば、アメリカの大学の一つで・機械工学部に入学した

100人の学生のうち、僅か20入が全課程を終了したにす

ぎず、80人は落伍し、失敗しています。

　転向して行くべ醐所が鋤まぜんでした・私は・彼等が

有能にして社会顧献できる市民として立ち得るように・必

要な技術と知識授ける平等の齢を与えるべきであると考

えます。

　私どもは縞等学校で職業輔をいたし⇔り・これら高

等学校から多くの学生が直ちに産業界や労働軍に入つて参り

ます。私どもは高等学校卒業後の施設でも多少職業教育をし

ています．私どもは蝶学校や商業学校をもつていますが・

これらは以前は当然持つべくしてもち得勧・つたものであり’

ます．また私どもは、工業学校を有して剖・・れらは急速

醗展を遂げて詞ます．もちろん普通の4年制大学も大学

院も有しております。

　私どもは、教育の機会均等を拡充して職業課程を終らない

者や中途で職を離れた都も再教育を施して・耳脈つけるよ

　う十分注意すぺきであると存じます。
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　さて、これらの教育施設について私どもは・特定の地域に

おける特定の施設に対する需要の急速な変動という問題を前

途に抱えていることは事実であります。すなわちさきに言及

された浮き沈みのある出産率によつて左右されるものであり

ます。例えば、初等および中等学校の需要に応ずるため、校

舎の建築をいたします。すると最初の波動が過ぎ去つたのち

には、それらの施設は最早必要が無くなつたり、不足を来し

たりするのであります。

　私どもは思いのままに、少くも一部、移動し得るような施

設によらなけ、ればならないかも知れません。

　かくして私どもは、スペース利用という問題をもつておる

のであります。最近私の州で、私どもはいかに私たちが所有

する施設を利用しているかを調査する必要が生じて参りまし

た。不思議に思われるか知れませんが、調査の際その25パ

ーセント以上を使用していた大学は一つもなかつたのであり

ます。

　もし私どもが教育施設の問題に当面しているとするならば、

スペース利用というこの問題を十分注目し、クラスを再編成

し、．授業日数や学年期間の延長を図るべきであると存じます。

　例えば私どもは、　一私は全く：習慣によるものだと思うの

ですが　　私どもがこれらの施設を年間を通じて使用しなけ

ればならないとすれば使用できるものを、年間9ヵ月・4分

の5、2学期制を採用してきたのであります。

　この問題と関連するもう一つの問題は、今までの演説者が
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何回も言及されたことでありますが、われわれの教育制度の

管理の場所をどこに置くかというたとであります。私は個入

として、管理はできるだけ自分の地方に近いとたうに置くべ

きであり、われわれの学校の管理は、住民から取り上げるべ

きではないと信じております。私は教育の機会を信じており、

ます。また私は、何らかの条件のもとに、平等の機会を与え

るため、連邦政府が管理権に立入ることがあるとしましても、そのこと

は決して管理権を住民の手の届かない遠方へ持ち去る正統な理由にはな

らないと信じております。それ故とのような状態を現実的に眺めますな

らば、主要な目的　教育の機会均等　は、．すばらしい言葉であります。

しかしながら非常にしばしば私どもは、この教育の機会均等

を与え得なかつたと思うのであります。そしてとの会議のよ

うなグループによつて考えられる最も大切なご・とは、よりよ

い均等の機会を与える手段方法を考究するたとだと存じます。

私どもは、富は所により平等でないという事実を認めなけれ

ばなりません。そして裕福な地域の人は、’．不幸な、裕福でな

い地域の入々を援助いたさねばなりません。私は、このとと

は為し得るととだと存じます。私どもは、すべての子供たち

に機会を与えるたとが出来ると信じており、また、結局のと

たろ、若い入々が立ち上つて、国民としての責任を、遂行す

るととが出来るように機会を与えるととが、私どもが為さな

ければならない最も重要なことであると存じます。

　ありがとうございました。
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アイダホ州　スマイリー知事

　どなたか最下級の課税団体から県庁まで、さらに中央政府

の支出金までの財政支援機構について詳細にご説明願えない

でしようか。日本側会議参加者の財政支援機構をお話し願え

れば幸甚であります。

ノ
安孫子山形県知審

　結局市町村の歳入、財源としては住民税があります。住民

から頭割りで税金をとる。それから住民の所得に応じて割当

てしてとる。それから固定資産に対する税金があります。そ・

ういう税金でもつてまかなうわけであります。それから府県

の場合になると、やはりいま申しました平等割で県民から取

る税金と所得割によつて取る税金と、そのほかに、事業をや

つてその事業に対して税金を課するという事業税、それから

遊興飲食税、いろいろ飲み食いしたやつ、ホテルとか料理屋

なんかから取るやつとか、そういう税目が4つ5つあります。

そういう税源でもつてまかなつて拾ります。と～ころがそれだ

けでは十分でないので国が所得税を取つております。それか．

ら酒に対する税金も国がとつております。それから法入に対

する課税も国がやつております。その中の大体28％、約30

％弱を市町村や県に再分配しているわけであります。それが

　　　　　　　　　　一41一



‘

先程申し上げ醐方交付税というものであります・これがま

姉町村や府県の大き醐源になつて剖ます・そういうも

のとその団体が取る権能を持つ税金と誤みにして・先ほど

申し上げた教育費とかその外の麟の発展のために必要な施

策とか、そういうようなことをまかなつて鋤ます・

デラウエア州　カーベル知事

議長さん．私は、安孫子知事さんに・次の・とについて質

問したいと存じます．県、市、町および村は・どのようにし

て教韻を蝶しますか？鰭、政府は特に教育のための資

金をどのようにして徴集しますか？

、、

安孫子山形県知事

翻教訓ついて申し上げますと・先生方の給与・サラリ

ーは半分は県が持ち、半分は国が持つてお質す・したがつ

て義繊育を実行しなければならな姉町村では先生方の経

費は撒ないわけであ岐す・しかし学校を建てるとか・施

設をするとか、そういうたとは市町村の財政でまかなう゜こ

ういう形であります。

それから鵠学校の場合には、これは大体老随府県力濠立
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をいたします。そこで都道府県で全部財政的にはまかなうわ・

けでありますが、いま申し上げたようにベビー’ブームとか

そういうことでいま非常に財政的に苦しくなつており芭す。

これについて国の方でもう少し援助してもらわなければ、な

かなかやりおおせるごとができないのではなかろうか。県に

よつて違いますが、大体4割程度は教育蜜になつて溢りLます。

自治体の財政規模の半分近くが教育費になつていると思いま

す。

テラウエア州　カーベル知事

　もう一つ質問したいのですが、貴国では物品税が課せられ

ていますか？そしてそれは誰が徴収しますか？

）

鈴木東京都副知事

　セ＿ルス．タツクスというのは、日本にはありません。事

業税という企業に対する課科を、都道府県がとつております。

それから法人に対する税は、国税でありますが、国税の税に

対する＿定の害恰のものを、府県と市町村が・法入税割とい

う形で取つています。そういう税があるだけであります。セ

ールス・タックスというのはありません。
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ワシントン州　ロゼリニ知事

　議長さん。すべての県は、所得税を徴集しますか？そして

それは累進純粋所得税なのですか？

安孫子山形県知事

　地方で所得税をとるというととはありません。所得税は、国

がとつております。

ワシントン州　ロゼリニ知事

　それは個人の収入高に応じて変つてきますか？その比率は

累進的なものですか？収入に従つて上昇しますか？

安孫子山形県知事

税率は累進税で、所得が高ぐなればむろん高くなります。
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アイダホ州　スマイリー知事

高等学校や・」・沖学校の施鰭備のため県は、公鯖又は

長期借款権を利用されますか？

安孫子山形県知事

；

借金をする・とはあ共す・しかしそ姻勝手鮒でき左

いので・政府の承認を得てからやるという戊脈勧ます。

アイタホ州　スマイリー知籔

）

　とれは・（教育費）との問題の職い方法の、点で、私ども

と皆さん方と根本的．に違つている点と，思わ鱈す．地方学区

は・施設建設のため・自分たちの繊で金を紗るたとが出

来ますか？艇の特別の場合ごとに中央政府に照会するどと

綜・金が紗られるように、中央政府力・らその権限を確保

する亡とができるかどうか調査されるたとは必要であると存

じます・こうすれば地方学区を強力なものにすると私は考え

ます。



｜

ユタ州　クライド知事

　議長さん。政令201号について、もつと十分に安孫子知

事さんに説明していただきたいのですが？

安孫子山形県知事

地方で借金をするということ。～二れはやつばり中央政府とし

ては、身分不相応の借金をすると、地方団体が財政的に破綻

、すると困るのでは左いかというととで制限しています。これ

が目下の現状です。それで私どもも、もう少しその点はゆる

やかにしたらいいじやないかという考えはしてお・ります。し

かしまだそれは決まつていません。たれは一つの方法だろう、

と思います。

　それから政令2・1号については、いま詳しい内容を覚え

て剖ませんが、やはり教育に従事する者は・政治的に中立

的な態度をもつて、教育しなければならないということを内

容としております。

（

（

ユタ州　クライド知事

議長さん。それは教員組合は、政府に対しストライキを起
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すことができないという意味ですか？

安孫子山形県知婁

　ストライキをしちやいかんということは、別の法律で決ま

つております。中立に関するたとは、ストライキを起しちや

いかんというたとで左く、あくまで教育は、中立的態度でゃ

らなくちやならんという’～ことを決めているわけです。ストラ

イキは、別の法律で決まつております。

デラウエア州　カーベル知事

P

　地方自治について、さきに私が述ぺましたごとを補足した

いと存じます。合衆国政府は、地力の学校への資金提供、す

なわち地力学校への建設資金の提供について何ら関与してお

りません。たれは常に州が関与してきた事柄であつて、州は

地方学区に対し、学校経営にいくら費すととを許されている

かを、その学区に通告します。例えば州は、各学区の資産の

評価額に制限を．与えます。州は償却と利子とは、10パーセ

ントに達してはならないと規定いたします。これは平均の数

字でありまして、公債発行のための償却と利子とは、その学

区の評価額の10パーセント以上の額に達することはできな
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いのであります。これはほんの一例でありまして、もちろん

全国の多くの学区では、変動があると思います。しかしアメ

リカの学区は、この制限のもとに、この問題を住民に提示し

て、地方住民の一般投票に付して金を借りる権利をもつてお

ります。学区は、この制限に達するまで、彼等の必要とする

金額を借りる権利をもつています。

安孫子山形県知事

　日本の場合でも、市町村とか県は借金をするには国の決め

た範囲内でしかやれない、という制限がある。しかし、父兄

たちは、自分で金を出してでもある程度よくしたい、という

考え方があります。そとで父兄にある程度学校の建設などに

’ついて寄付をさせる、というととはあります。ととろが最近

においては父兄の方でもなかなか寄付が困難であります。だ

からそういうものは一切ないようにしてもらわねばならぬ、

という．要求も非常に強くなつております。

（

（

フロリダ州　ブラィアント知事

　議長さん。しばらく教育問題の他の面に注目したいと思い

ます。私どもがホテルの部屋に入りました時、また、私たち
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にホテルでお配り下さつた教育問題に関する資料を検討し始

めました時、私の注意を引きましたことは、貴国の教育テレ

ビ・プログラムは、道徳教育を教課目のうちにとり入れよう

としておられることでありました。前に私は日本を訪問して

おりますことから、また、いただきました各種の資料から、

青少年非行化の問題と道徳水準の問題に、皆さんが多大の関

心を払つておられることをもちろん承知しております。私た

ちも同様の関心を抱いておるものでありますが、昨日早川自

治大臣と会談の際同大臣は、日本の犯罪の約40パーセント

は、青少年が犯していると申されました。私は統計を引用す

ることは出来ませんが、私たちの経験も大差ないものと思い

ます。私はもちろん皆さん方が1946年1．月1日に宏され

た天皇は普通の人間であるとの宣言から生起する特殊の問題

をもつておられることを承知しております。　この宣言は当然貴国の

道徳の宗教的基盤に相当の衝撃を与えたと思います。私たち

もアメリカで同様の経験をもつております。学校は漸次宗教

から離れて参りました。最近アメリカの最高裁判所は、学校

で宗教的実在としての神を説くことは不適当であるとの判決

を与えました。形成年代のアメリカの子供たちは、起きてい

る時間の大部分を学校で過さなければなりませんので、この

ことは、彼等の生活の大部分の時間を、神の実在すら否定す

環境のうちに過ぎねばならないことになるのであります。皆

さん方は少くとも私どもと同じ位長い間この問題に関与して

来られたのですし、私どもと同様皆さん方は、漸次科学的、
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技術的教育に委ねておられますので、私は次のことを申し上

げたいと存じます。もし私どもが完全に学校から宗教や道徳

を遮断してしまつたら、当然私どもは、不道徳または無道徳

時代を現出させるでありましよう。そこでそのような時代に

なりましたら皆さん方は、宗教から分離した道徳教育の問題

に、いかにして対応されるかということをお伺いしたいと存

じます。

安孫子山形県知事

　これは大分の知事なんかからもご意見があろうと思うんで

すが、私の感じから申し上げますと、明治以降の日本の教育

の場合、支えてきたものは、国家とか家族などが大きな基本

になつていたと思います。　学校自体で宗教教育を公立学校でした

ことはないだろうと思います。これはキリスト教の国と仏教

の国とでは、とくに日本の場合では違う点だと思います。

　仏教の場合には、どちら．かといえぱ個人の完成というか、

社会的規律というより個人の解脱ということが主になります。

キリスト教になると比較的社会的規律を内容に持つていると

思います。そういう、仏教とキリスト教との違いにあると思

います。つまり小学校の義務教育においては、宗教教育とい

うものはかつて日本にはなかつたと思います。ただそれを支

えていたのは国’とか家庭というものが一っの道徳の基準にな
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つていたと思います。

　ところが・戦後に帥て・さ繰ど調・あつたように、国

の繊力澗壊した・家族醐壊した・こういうことで、戦後

に鮒る日本入の基本的考筋がまだ確立していないという

問題が一つあると思鴎す・これをどういう風に打ち立てて

いぐかということが今後の非常に重要棚題ではないかと思

吐す・日本の場合には宗教と結びつけてやるというととも

非常に困難左事情があるのではないか。

　したがつて社会公衆の道徳とか、そういう面から社会＿般

の道徳とい酬題をや胸と妊げ戸ぐこと編隔順要
なことだろうと思四す・こういうことで〕首徳教龍んかを

教科としてとりあけていく力向に進んでいるわけであります。

そういう点で非常に問題はあると思います。

吉田富山県知事

》
　私、富山県知事の吉田でごぢいます。きたる25日にアメ

リカの知事さん方が私の県に澄出でいただくことになつてお

ります。心からご歓迎を申し上げたいと思います。

　それぞれの国の性格や発展段階の差による相違はあります

が・現在・アメリカ合衆国、ソ連、・一・ツパの国々、ある

いは、斑℃Dに加盟の諸国において、それぞれ、高度の経済成

長を目ざし、豊かな生活水準をもつ福祉国家の建設につらな
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る長期総合教育酬を策定ぷ進して剖ますことは・周知㌔

のことであります。このことは、私は・極めて注目すぺきこ

とであると確信致します。

　われわれは、経済の高度な成長を、等しく希つております。

これを強く望めば望むほど、同時に、われわれは、このため

の「担い手」、「働き手」としての人間の力をいつそう期待

するものであ嘘す．しかし、いかに強く雛するとしてぷ

これを求めることにわれわれは性急であつてはならないと思

います。たくましい、すぐれた能力は、教育によつて育てあ

げられるのであります。まず慎重な配慮のもとに教育計画を

策定すること、そして、その計画を着実に実行することがた

いせつであります。私は、教育の本質には、あるいは、

”Slow　bu七steadyllという表現を用いることが適切であろう

かとも考えます。私の県においては、このような見解に基き、

195ろ年に作業に入り、1954年以来県政の全般につき

策定された長期にわたる総合的な計画に基いて県政を進めて

剖ます．この計画にはその後若干の修正が加えられて剖

ますが、現在の教酬画も、もちろん、これの一環として策

定されたものであります。

　この計画のもつ特徴の一つに、科学技術教育の尊重があり

ます。この問題については、さきほどアメリカの知事さんか

らも、また長野県の知事からもいろいろふれられました。私

は、特にこの科学技術教育の推跳っいて努力して詞ます・

教育計画の中には、科学技術教育の振興について、いろいろ
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鵠齢もの繊られて鋤行が咋りえば、後姻等教育一

す勒ちハィスクー・レの学科の繊に杜てわ緬の平均は、

髄課程・割・礫鮪課酬轄・1であるが、富曝囎通

課程が4割で I纏が6割で・全国の平槻逆職つ⇔
ほす・そしてこ・・年位の間r通科（A・ad。。・，。。。。。θ）

を碍‖に対し臓業教育を主とする学科（V・・at・・。。ユC。u。。e）

を7訓持つて行きたい時えて剖封．・の点は、わが、

醗体の傾敵比べ勒て鯛的なものであ婦す．私は、

アメリカ合鯛の教訓勒て・科学技術教育鍾視し、と

の面について近鞠に意を用いている事実に、かねてから注

目ぽして助れたが・碑畦国口いてその実情を詳

らかにする齢を持ち・とく順国の鵠学校の物理の教科

書・p醐の鵬には紬を深くしました．詰、私は、髄

ソ連を訪婦したが・その際・後期中等縮す勧ち高等学

靴勒ては・嚇し雄術麟酬が行われて刈、わ，ζ

国あるいはア・リ旅あるような譜繭等学醐、ソ連には

一校もあ握せん・すべて噸業繍高等学校であ共すこ

と・ユニバーシティ・或いは、インステイテー一トいわゆる．’

大学教育に鮒る文化系統と理科系統の比率が、ユニバーシ、

テイでは一対ろ・インステイテユートでは1対3．5、つま

踵科系統が大学では8割以上を麟てお婦す。

　杜口才以上の子供たちに対し数学と物理学を中心に天

才教育が実施されて剖・・れら一連の・連の科学技術教育

は・極めて注目すべきものがある事実を見てきました。
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　富山県には、県立技術短期大学が1校あります。この大学

には、、5つの学科、すなわち、機械科、衛生工学科、農業機

械科、草農業科（GraSS　Agricuユture）、および女子学生の

ための応用数学科（電子計算機を教える）がありますが、こ

のうち機械科を除く4つの学科は、極めて特徴的なもので、

他の大学などにもその類例が殆ど見当たりません。私は、こ

の学科の卒業生の活躍を大いに期待致しております。

　私は、私の県の経済成長が、こんごとも、高度のものであ

ることをかたく信じて拾ります。現に、この確信が着々と実

現されていみことを心から嬉しく思つております。そして、轍1

同時に、科学技術教育を重祝し、それを計画的に推進する努

力が、とんこの経済成長に、必らず、りつばな成果をもたら

すものと信じております。私は、かねがね、人間をつくる教

育計画は、物をつくる経済開発計画に先行すべきであると強

く主張し、この線にそつて県政を進めておりますが、この主

張とこれを実現するための努力とは、有意義なものであるこ

とを、本日のこの機会において、あらためて確認できますこ

とを、心から感謝したいと存じます。

　終りに、先程アメリカ側知事さんの報告の中にも触れられ

ましたが、最近アメリカにおいてはデユーイのいわゆる生活

教育の姿から、宇宙科学時代にふさわしい科学技術教育に思

い切つた前進をなされている模様であります。また先程もお

触れになつた、地区職業学校という風なものがどのような姿づ．

でこの科学技術教育をおすすめになつておりますか。アメリ
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カの最近におきます、いわゆる生活教育から技術教育への転

換の方向と職業技術学校について、お知らせをいただければ

大変しあわせだと存じます。

木下大分県知嘉

）

）、

　私は大分県知事の木下でございます。さきほど来、すでに

教育制度、施設の点については言い尽くされたと思いますの

で、私は日本がとくに持つている悩みである点にふれて同僚

知事さん力、とくにアメリカの知事さん方のご理解を得、ま

たご意見等も承ることができれば幸せだと思います。

　さきほどちよつとご質問もありましたが、教育の面で、こ

れを大まかに分けて、昔から徳育、知育、体育と言われており

ます。

　知育の点また体育の点では、日本でもそんなに混乱をして

いないし、また日本人は相当聰明であります。含た私は勤勉

であると考えており古す。さようた意味で、知育、徳育の点

はそれほど憂うべき点はないが、ただ徳育の点について、先

ほどお話しのあつたように、いままで日本民族が最高の国民

道徳、絶対的な国民道徳として信奉してきた天皇に対する忠

誠という道徳、これが1946年1月1日の天皇の入間宣言、

および間もなくできた新憲法によつて、根本から崩壊したこ

とになつております。これが日本の徳育の問題についての最
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大の問題だと思つております。

　そこでそれならば、それにかわる国民道徳はどういう風に

あるべきか。申し上げるまでもなく、人間を尊重するという

入類不変の道徳であり倫理である民主主義を徹底しなければ

ならぬと考えているのであります。しかしながら、何と申し

ましても、500年の封建鎖国の政治をやつてきた日本であ

ります。制度の上では大幅に民主主義が取り入れられました

．が、まだなかなかその実が備わりません。一例をあげても国

民道徳．のコーランまたはバイブルとも申すべき教育勅語の問

題にしても、戦後すでに18年を経過しております。教育の

方面を担当する方がたが長い間検討をされておりますが、こ

れを新たにどういラ方向で出すかということに対してもまだ

結論が出ておりません。私はこの点については事柄が重大で

あるために、審議が遅れているのであろうとは思いますが、

その間にまた勇気の足りない点もあるのではなかろうかとい

うことも私としては感じております。

　そとで私としては、人間尊重という道徳、それと公共奉仕

という道徳、これを十分若い青年に理解させ消イヒさせる必要

があると考えております。

　そこでその次に申し上げたいのは、さきほども、宗教教育

がアメリカで義務教育からシヤツトアウトされたことをうか

がいました。また日本の青少年の犯罪が4割まである。アヌ

リカもそうだということを承つて実は驚いたわけであります。

私は40年前アメリカに参つたととがありますが、その際は
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白昼でも芯一・レドア・プがあるから用・心しろということをた

びたび言われたのであ姓す・一昨・年ア・リカへ参久さ

ようなことが少しもない・ア・リカの社会道徳はその4。年

間の間に相当前進しているというととをしみじみ感じたので・

あ庭す・そこで宗教の問題に勧ますが、日本は仏鯛で

あ庭す・さきほぎ安孫子知事から、日本は仏教国だ、列

スト教との削・ニユアンスの違いがある．↑固人本位であるカ、

あるいは社会本位であるかというような、点が大分違うという

嬬もあ煽したが躰は仏教国であ畑す．昧人の生活

の軟は仏教文イヒがしみこんで利古す．醜上は正に仏教

であ婬すが・・仏教的信仰勧や否やという問題に剖ます

と、私は日本ほど無宗教な国民は世界中にないのではなかろ

うかとい憾じをしている次第であります．そこでその問題

を今後はどういう風にあつかうかということ．これは、仲。

容玩問題ではなく・こ抗そ今後の鰍の問題であると考

えております。別に私はまとまつた意見を持つていません。

　その次に申し上げたいのは、日本はご承知のとおり、明治

　　　　　　　　　　維新以来かけあしで近代国家を建設して、そのために中央集

権的ぶしかも指導的な行政が行なわれてきました．その関

係で・日本の社会では・国立、公立学校髄という空気が非

常に強いのであります。現に私の県の大分県のごときは、日

本の明治維新以来の最大の思想的指導者であり、また日本に

おける私立学校の慶応義塾の創設者である福沢諭吉先生が出

ている大分県であります。社会は公立学校に行け左い生徒を
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私学に回すというのが実情であります。これは・教育は個性

をのばしていくところに立たねばならぬと思うので、この公

立偏重、私学をあとまわしにするという空気こそ日本の教育

問題として最も力を入れなければならないものであります。

そういう意味で私は、機会ある’たびごとに県民に対し・この

官学偏重の社会的空気を改めて、個性をのばす、可愛い子弟

を個性をのばす。私学にもどしどしやるような理解をしても

らいたいということを指導方針にしている次第であります。

以上私の刷ていることを述べました．ア・りヵでは、最4

高の国民道徳が崩壊したということは・なカ・ろうと存じます・

どうかかような点について、　ご理解を深めていただきたいの

であります。またご意見等を承ることがあるならば、この上

ないしあわせだと存ずる次第であります。

テネシー州　クレメント知事

　議長さん。テネシー州知事が、申上げることが何もなく、

長時間坐つていることは、めつたに無いことであります。今

回はその理由があるのです・私は知事として第醐を鋤て

おります。そして今年は知事として7年目でありますが、こ

の聞私は、多くの知事会議やその他いろいろの会議に出席い

たしました。

　もしも日本の政治家と一般的にアメリカの政治家とは、と

　　　　　　　　　　　一58一



りわけテネシーの政治家とは、互に似かよつているとするな

らば、皆さん方は、しばしば発せられる批判的な言葉に慣れ

ておられると存じます。（テネシーの政治家も今日の会議は

批判的な言葉を発する余地がたかったの意）

　私は、今回の会議は、明らかに私がこれまで出席してきた

最も有益な会議のうちの一つである乏いうことを申し上げ、

かつ、それ故に知事各位ことに日本の知事各位にお礼申し上

ないとしたら、私は私の義務を怠るものであると存じます。

’

カンサス州　アンダーソン知事

　議長さん。私はアメリカ側知事を代表して一言申し上げた

いと存じます。私どもは、日本の教育問題について、日本の

知事さん方のご意見をうかがうことが出来ましたことを心か

ら感謝いたします。皆さん方の問題は、私どもの問題と同じ

であることを知り有益でした。

　全世界の国民の問題は、非常に似通つていると存じます。

しかし皆さん方は、私どもも皆さん方と同様と考えているの

ですが、教育の分野に進歩発展を遂げつつあることを知つて

うれし．く存じます。私どもは、日本国民のため、この問題に

つ㊤て今朝ここで各種ご意見を発表されましたことに感謝

いたします。
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煕ロ長

　　ありがとうごぢいました。それでは、まだほかにもご意見

　ないしはご協議がございましようが、時間の都合もあります

　ので、この辺で終了したいと思います。

　　大変議長不手際でありましたが、皆様のご協力を厚くお礼

　申し上げます。

　　これをもつて散会いたします。

／
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第 2 会 議

（大阪コクサイ・ホテル）



第 2 会 議

地元知事あいさつ

　　　　　　　　　大阪府知事左藤義詮

　　1963年劇米知事東京会議に引き続き、大阪会議がこの

大阪⇔いて・米酬椥鯖らびに日本全国から繰りの府県

知事各位の御参加を得て開催されますことは、六百万府民と共

に心から光栄かつ欣快に存ずるところであります。

　その名も平和の大平洋をはさんで、日米両国は過去一世紀以

上も・政治・経済・文化、学術その他あらゆる面において、

極めて緊密な関係を保つてまいりました。

　第二次大戦の不幸も・「雨降つて地賊る」の諺ど利、現

在の両国関係は・・日米国交史上いまだその比を見ない程の繊

さであり、各分野において互によきパートナーとして、手に手

をとり合つて両国の繁栄とひいては世界平和のためにまい進し

ておりますことは、誠に御同慶にたえません。

　両国政府の間ですでに行なわれております経済閣僚会議、文

化教育会議、科学委員会等とともに、この日米知事会議も、両

国のパートナーシツプをますます堅くするものであり、両国の

一層の親善と理解の増進は勿論、米国州行政とわが国府県行政

における共通の問題点に対する考究とその解決策を見い出す上

に、極めて有意義な企画であると信ずるものであります。
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　昨年、東京都および神奈川県においてひらかれました第一回

日米知事会議は、大きな成果を挙げましたが、今年度の会議も、

昨年以上の成功をおさめるよう希うものであります．

　当大阪は御承知のごとく、その面積は最小でありますが、人

口は620万をこえ、奈良、京都とともに古く日本文化の発祥

地であるとともに、現代日本の産業経済の枢要地であり・現在

もなお、産業構造の高度化に懸命努力しているところでござい

ます。

　御出席のみなさまには、どうかこの機会にできるだけ広く御

視察をたまわり、わが国における自由貿易の中心に対するご理

解、ご認識を一層深めていただきますならば、よろこびこれに

如くものはございません。

　終りに当り重ねて、この大阪会議が成功であり、意義深いも

のであることを希い、皆様のご健康を念じて私のあいさつとい

たします。

、
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議長就任あいさつ

　　　　　　　　大阪府知事　左’藤　義　詮

　ご指名によりまして、誠に僧越でございますが、私が藁長の・

役をつとめさせていただきます。皆様のご理解とご協力によつ

て、この会議の運営がスムースに行なわれますよう、どうかよ

ろしくお願いをいたします。

）
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青少年問題に対する報告

日本の青少年問題の現状について

金井兵庫県知事

　　まず日本の青少年問題の現状について申し上げます。

　お手もとにお配りした印刷物によりましてご報告いたします。

児童及び青少年が健全に育成されているかどうかということが、

その国の繁栄のバロメーターになると言つても過言ではありま

せん。

　国の大小・あるいは歴史の新旧を問わず、世界のすべての国

が青少年問題に力を注いでいるゆえんもここにあると思います。

　然し、大多数の国が現実に直面している悩みは、青少年非行

の問題であります。

　それは単に量の増加だけではなく、質の変化を伴つてきてい

ます。

　特に近年の経済の急速な発展は、国民生活の向上をもたらし

た反面、失業や低俗娯楽等青少年に好ましくない社会現象を生

じ、しかも世界の距離が縮まつた今日では、これらの要素は、

国家相互間に影響が現われ、各国の対策は益々広範複雑なもの

とならざるを得ない現状ではないかと思われます。その点青少年

問題の対策こそは、利害を越えた世界共通の言葉となる可能性

を十分に持つているものと信ずるものであります。
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　勿論我が国もその例外ではなく・数年来の青少年をめぐる諸

問題は決して楽観を許さない深刻左様相を呈して勧ます。

　そとで私は・日本の青少年問題についてその現状分析を試み

るととは・今後の強力な対策を樹立する上において最も必要と

考えますので・中央青少年噸臓会発行の「青少年白割の

内容の一部を引用して、以下現状と特質、その問題点等につい

て触れて見ることにいたします。

　初めに申し上げたが・最初に青少年の非行について現状分析

をいたします。

　終戦から通じて見ると、まず195伸頃が数的にピ＿クと

なったが、とれは朝鮮戦争以来これが減少し、秒々愁眉を開き

かけたと思うと1955年頃から再び．上昇カーブを描き始め、

とれがさらに1961年頃になると少年の刑法犯、触法少年を

含めて総数21鋤・・名（1，…　入当’力・．5ノ、の割）と

なり・戦前戦後を通じて最高の数を示すに至つたのであります。

この1955年から1961年までの大勢を種類別に見ますと、

窃盗は横ばいを続けて再び又増加をしています。凶悪犯は増加

から横ばいに転じました。

　粗暴犯は漸次増加をしてきております。また最近の少年非行

の特徴を幾つかあげると益々問題の深刻さが痛感されるのであ

ります。

　その1つは、少年の非行が低年令化してきたということであ

ります。

統計によりますと16～14才そして14才未満という処が
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多くなつて拾ります。高校生に取つてかわつて中学生・小学生

層に移つてお・ります。

　この傾向は、事例としても、所諮「ベビーギヤング」とか小

中学生による集団窃盗等として新聞紙上にしばしば報道されて

いるところであります。

　2番目は、中流家庭の少年による犯罪が増加していることで

あります。

　1955年から1960年頃まで最近5ヵ年間における刑法

犯少年の家庭の経済状態別発生数の推移は、極貧層は減少、下

流層ならびに中流層は増加しております。このことは、最近の

事例を見ますと高校生の自動車窃盗、勉学に自信を失なつた中

学生による放火事件等にその特徴を現わしておりますが、概し

て食べてゆけないための犯行よりも消費ブームに刺激されたか

ら、あるいは家庭教育が不十分であるからという非行が多いと

いわれています。

　5番目は生徒による犯罪の増加であります。

　青少年の非行問題について、最近特に焦点となつているのは、

生徒とりわけ中学生の非行増加であります。しかもこれらの生

徒の犯罪で最も顕著なものは、暴力的な特異犯罪であります。

その具体的な行為を見ますと

　①集団的リンチ事犯

　②教師に対する暴力事犯

　③生徒間の暴力事犯

の順となつております。
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　4番目は非行が集団化してきたということであります。

　集団非行は、最近における世界的傾向といわれていますが、

我が国においても、少年犯罪の集団化現象は、統計的、事例的

に明らかにされております。たとえば、屋外もの盗りや、異性

に対するいたずらの半数以上は集団で行たわれています。殊に

凶悪犯における集団化の傾向が顕著だといわれています。地域

的に申しますと、6大都市における刑法犯少年及び触法少年の

数は、他の地域の1．8倍を示していますが、大都会には犯罪が

多いということがはつきり出ております。このように量質共に

憂慮すべき青少年の非行問題の原因は、決して単純なあるいは、

表面的な事情によるものではございません。むしろその根底と

しては、戦後における価値体系の混乱が、青少年の生活規範や

考え方を不安定なものにしたということが考えられるのではな

いでしようか。　　1

　さらに家庭においては、その養育に当る両親自体が子供に対

する指導の自信を失つている場合が多いのではないかと考えら

．れます。また大入あるいは社会一般が青少年にとつて尊敬すぺき

ものを持合せていないことを考えた時、」若者の中には暴走して

道を誤まる者が多く出ているごとも無理ではないといえると存

じます。

　こうした事を考える時、戦後から今日に至る間の青少年犯罪

の増加の一般原因の中でも特に家庭の障害が大きく指摘される

のではないかと存じます。

　まさしく家庭は、子供が始めて集団生活を営む最も大切な場
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であります．青少年は、この家庭の中で養育され、保護され、

しつけられ、遊び、家族と交わりながら、社会生活への適応を

学ぶのでございます。

　従つて今日ほど家庭において、親子の間に相互信頼に基づく

新しい入間関係を確立することが必要な時期はないと思うので

あります。

　そこで第二に家庭と青少年の問題を取上げて見たいと存じま

す。青少年の人格形成の上に、なによりも先ず家庭が重要な役

割を果すということは、日本に限らず、古今東西を通じての基

本的な原理であります。いつの世にも大なり小なり親と子の世

代間に意識のずれがあ力ますが、現代社会では、それが特に著

しいものがあると存ずるのであります。

　恐れを知らない若者の多い反面、子の養育についてあまりに

も自信のない大入も多いのであります．

　かくて両親は、新しい時代の教育というものが解らなしrまま

に、ともかく学校に任せておけばよいであろうということから、

子供にどのような不健全な言動があろうとも徒らに傍観、放任

するという結果となつていることも案外多いのであります。

　また家庭生活の重要さは、大人の子供に対する権威がそう失

され勝ちなため、相互信頼の入間関係に乏しく、一部の大入は

徒らに過去の考え方を固執して抑圧的態度をとり、そのことが

益々両者の意識のずれを多くし、不和と葛藤を生ぜしめている

ととも少くないのであります。

　このような事情では、どのように社会が青少年の健全育成の
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ために努力しても、最も重要な人間形成の基盤が確立されてい

ないこととなるのであります。

　正しい愛情と信頼に立つた人間関係が家庭生活の中で得られ

ないとすると、青少年は何らかの別の人間的結合を求めて街頭

に出て、やがて享楽の世界にひたり、非行を犯すという事例が

極めて多いのであります。

　このような事態に対処するため、日本では、国や府県が「家

庭における青少年教育のi振興」　「明る㊤家庭づくり」という問

題を取り上げ、真剣に取組んでおります。

　第三に青少年を取り巻く諸問題を二つ、三つ取り上げてみま

す。

　その一つは、’青少年の娯楽の問題であります。経済成長、余

暇の増大、消費ブーム等一連の最近の時勢に影響されて、青少

年の娯楽も新しい型のものを生じております。

　もとより、との中には健全な遊びも多いが、ととでは世上と

かく論議を呼ぶものについて述べて見たいと思います。

　とれは我が国だけの問題かも知れませんが、まず所謂「カー

・ブーム」と称せられるものがあります。最近の乗用車の普及

率の上昇に伴い、青少年の間では自動車やオートバイを乗り廻

そうという娯楽熱が盛んになつて来ましたが、このようにして．

若いエネルギーをスピードにかけようという風潮が生じました

結果、過度のスピードによる事故件数が次第に増加しつつある

のであります。

　さらにまた無免許運転も横行しております。然しオートバイ
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や自動車を動かしてスリルを味わうという誘惑にかられた青少

年が、自己の経済力では到底及ぱないのでζれらの高価なもの

を盗んで乗り廻すという事例が多くなつている～ことも注目しな

ければなりません。

　最近の青少年非行の増加のうちで、窃盗のように貧困からの

盗みよりは、中流家庭の子女を中心とした享楽を求めての盗み

が多いことは新しい特徴の一つと言えましよう。

　次に玩具の世界では「ガン・ブーム」という言葉が流行して

います。

　きわめて精巧で高価な玩具の銃砲と性能も変らないために、

取締りの対象となつたものもありますが、総じてあまりにも本

物に近いこの種玩具で遊んで他人を傷つけるという事件を論こ

しています。

　また「消費ブーム」の傾向は、一部の若者達に徒らに享楽的

ふん囲気を醸成させて、青少年の深夜外出、盛り場はいかい、

深夜喫茶等への出入りまたツイスト・ダンス等の流行という現

象がおこつております。

　次はマスコミと青少年の問題であります。

　現代青少年の人格形成と教養向上のために、マス・メディア

が果す役割は極めて大きいのであります。このため学校向放送、

映画の特選推せん、出版物の推せん等、よりよい文化財の普及

のための方途が講ぜられております。

　然し半面マス・コミはすべてが必ずしも青少年に良い影響を

与えているとは限りません。
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　そこでマス゜コミ関係業者は、それぞれの分野で、倫理活動

を展開しております。

　客観的に見まして、これら自粛活動の効果が次第に上りっつ

あるととは、評価されなければなりませんが、時にはこれらの

自粛が不十分と見受けられるものがありまして各地方で問題を

起してお・ります。

　そこで、今後は業界の倫理活動の一層の強化が望まれる訳で

ありますが、問題の焦点となりますのは、むしろ自己規制の機

関を持たない所謂「アウトサイダー」によつていかがわしい内

容の低俗な出版物や低俗興行が野放しにされていることで鋤

ます。これらに対する方策としては、一部府県で条例を制定し

て業老にある程度の規制を加えたり、県民運動で県民に対する

啓蒙指導に努めたりしておりますが、好むと好まざるにかかわ

らず、家庭の茶の間に入り込んで来るテレビの内容等は、業者

の自粛が強く要望されるものであります。

　しかし青少年の非行増加を憂慮するあまり、．「青少年はなに

をしてはいけない」というように特定の行動を禁止したり、あ

るいは生活範囲を制限するような姑息な方策にのみ終始しては

ならないと思います。もう一歩進めて大多数の健全な日本の青

少年達にそのエネルギーを正しく発揮する活動の場を提供する

という積極的な施策がもつと活発に行なわれなければ宏らない

と存じます。

　こう．いう意味で、各種健全育成施設の整備が急務とされてい

ます。
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　青年の家、ユースホステル、勤労青少年の家、農村青年の研

修所、児童遊園、児童館、児童センター等が挙げられますが、

これらの施設は現在ではおし宏べて数が少ない上に、それぞれ

の内容につきましても研究すべき問題が多いのであります。今・

後は、これらの施設の計画的合理的整備計画の策定が必要であ

ると考えます。

　以上日本における青少年問題の現状と特質そして問題点につ

いて総論的に述べたのでありますが、しかしここで誤解を避け

たいと思いますのは、多くの他の健全な青少年が一方ではこつ

こつと、自己研さんの道を歩みつつあることを知つていただき

たいのであります。

　さて最後に私の所信の一端をつけ加えさせていただきたいと

存じます。

　先程私は、家庭教育の重要性ということを述べましたが、あ

らゆる心理学者は、学説をもとにして、人格形成の問題を「人

格形成は三才児の時期に既になされる」ことを醐して勧ま

すが、これは非常に大切なととであります。

　我が国では、よく子供が中、高校生になつてから、親がやか

ましくしつけようとする家庭が見られますが、これは子供のた

めには、全くマイナスであることを知らぬ親が多いのでありま

す。

　私はこの点から、乳幼児対策を県行政の上に取上げまして、

県民の一入一人に理解してもらい実践してもらうように努めて

ゆきたいと考えまして、今年からこの幼児教育の問題を強力に
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とクあげております。

　以上概略でございますが、日本における青少年問題の現状と

特質を述べ、各位の貴重なる御意見を承わりたいと存じます。



青少年問題に対する報告

ワシントン州アルバートD’・ロゼリー二知事

　佐藤知事さん、日本の知事各位、同僚の知事諸君、紳士淑女

諸君。青少年問題を論ずるにあたり私は、次の事実を重ねてわ

れわれ自身に強調したいと存ずるのであります。すなわちアメ
　　び
リカの一一一日本でも世界の各国でも同様と思いますが　　はる

かに多くの青少年は、善良で正直で進取の気象に富み、わが国

の福祉のために多大の貢献をしているということであります。

　私どもは過去1週間にわたり、日本の青少年・とくに彼等の

すぐれた行動や表現や深い関心を観察する機会を得たのであり

ますが、私どものうちには、日本には青少年問題など果してあ

るのだろうかと疑いをもつたものもあると思うのであります。

私個人としましては、そんなに悪い少年や少女はいるものでは

ないと考えており、また、矯正や指導や注意に従わないような

青少年はいないものだと考えております。

　私どもは、ア・リカで非行青少年の取扱いは・地方的な杜

州の問題であると存じて勧ます・もつとも連邦政府も・州に

対し財政的その他の若干の援助を与えて参りましたが。

　ただ私は、すべての青少年は矯正や指導に応ずるものである

と申し上げましたが、この私の言葉と一致して、多くの州では

閑正診断所」一私どもの州の呼名　を設立いたしました・
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これらの矯正診断所の事業は、次のとおりであります。何らか

の理由で捕えられた少年は、監獄に送られたり、地方刑務所に

監禁されずに、裁判所から州施設局に引渡され、此処から矯正

診断所に送られます。此処でその少年は、心理学者や精神病理

学者その他熟練した専門家の診断とヵウンセリングを数週間受け

るのであります。この診断の目的は、少年の悩みの原因は何で

あるかを決定するのであります。この専門的診断ののち、多く

の場合少年は、家庭に送られ、既定の事後指導を受けるのであ

ります。またこれに代つてオーナー、キヤンプ（名誉を重んず

る収容所）に送られる場合もあり、あるいは一そう重症の場合

は、感化院に送られる場合もあります。私がここでオーナー、

キヤンプと申しますのは、特に私どもの州にあるキヤンプを意

味しておるのであります。私どもの州には、このようなキヤン

プが既に八つありますが、とこに送られて来る少年たちは、森

の中で作業に従事し、監督者のもとに訓練を行い、更生の努力

をいたしております。私はこれらの各種の計画の価値を強調い

たしたいと思うのでありますが、それには私の州の状況をお話

するのが最もよいと存じます。

　すなわちこれらの計画の結果めんどうを起した者や重ねてめ

んどうを起す可能性のある重犯者は、約50づ一セントに減少

したのであります。

　さて私は、青少年問題の最も重要な部面について、一言申上

げたいと存じます。それはもちろん予防の部面であります・私

どもは、全国的に多くの予防計画を立てております。これまで
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非常に有効であつたと私が考えております計画の一っは、各市

各地域会社に設けられた「地域社会ガイダンス・センター」と

呼ばれておるものであります。一般にはもちろん個々の少年を

ガイダンス・センターに差向けることは学校がいたしておりま

す。このガイダンス・センターは、非行予防の上に多くの功績

を立てており、初期段階において非行の原因の絶滅に努力いた

しております。

　青少年問題に対する最も重要な回答の一つは、青少年雇傭の

問題であると存じます。当然の結果として私どもは、各州に青

少年雇傭委員会をもつており、地方のサービス・クラブや地域

社会の機関と協力して、夏季期間中や高校の授業終了後あるい

は、いわゆるサボ学生等のため仕事を探レてやつております。

私自身国家的水準で肉体労働の再教育を施すならば、青少年の

みならず成入も、経済的に自立させるために多大の効果がある

考えております。

　私どもは、その他多くの計画をもつておりますが、たS今そ

れらについてお話する時間の余裕がございません。恐らくそれ

らのうちのいくつかは、質疑応答の時間に、討議されるのでは

ないかと存じます。ありがとうございました。
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意 見 発 表

佐藤長崎県知事

　　私は長崎県知事でございますが、ただいま大変いいお話を

　承わりましてありがとうございました。

　　お尋ねしたい点が主になりますが、さきほど兵庫県知事さ

　んもちよつとおふれになりましたが、青少年対策は、当面と

　しては、不良化防止ということが大きく浮び上がつておりま

　すけれども、不良化したもののあとの措置は非常にむずかし

　い問題でありますが、青少年問題は不良化防止対策に終るべ

　きものではないと私は思います。　　　　　　　、

　　ナなわち、青少年の持つている大きな力をのばしてやると

　いう積極的な面、これカ1私は80％以上だと思うのですが、’

　不良化防止とも関連して、学校に入る前の2才から5才まで

　の乳幼児対策の必要性が非常に叫ばれているわけであります。

　　日本においてはまだ公の施設では余りこういつた問題はと

　り上けられていないが、合衆国において、各州で乳幼児対策

　でどんな問題をとり上．げているか、まだとり上げられていな

　ければ民間でどういう風な施設ができつつあるか、そういつ

　たことについてお話を聞かせていただきたいと思います。

ワシントン州ロゼリニ知事

　　児童がどこかの学校に入学する以前に、州が公的な立場で

　何らかの教育を行つているかということにつきましては、ア
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メリカの大多数の州では、学校による教育訓練は、何ら行つ

ておりません。

佐藤長崎県知事

　　州としては、そういう施設はしておらないということです

　が、民間で、あるいはプライベートで、あるいはオーガニゼ

　ーシヨンで、そういつたものは乳幼児の施設にどういうもの

　がございましようか。たとえばナーサリー・スクールという

　ものが相当に普及しているという話だが、そういつたことに

　ついてお話を承わりたいと思います。

ワシントン州ロゼリニ知事

　　アメリカのある地方では、また、私の州も含めてある州で

　は、いくつかの私立団体が、幼稚園入園前の児童の訓練を行

　つているところがあります。しかしながらとれらの多くは、

　個人が経費の支出をしなければならないような学校でありま

　すrそして少くとも私の州では、全アメリカを通じても同様

　と思いますが、幼稚園入園以前の訓練のために、その経費の

　支払が出来る出来ないにかかわりなく、自分で経費を負担し

　ている人は、そうたくさんはないと思います。

（

＼

中西石川県知事’・

　　さきほど兵庫県の金井さんから日本の青少年問題について

　のアウトラインについて説明がありました。またそれについ
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て説明がありました。またそれについての見解も述べられま

した。さきほど米国側から、現在やつておられるお話を伺っ

たわけであります。大体米国においてやつて蛤られますこと

も、日本において制度．上取り上げていることも同じかと思い

ますが、よく似たここが多いオと存じますので、簡単に石川

県の現状を申し述べたいと思います。

　石川県は人口97万人でありますが、その少年犯罪の特徴

は・さきほど金井さんが申しましたように凶悪粗暴化、第二

にだんだん年令層が低くなること。第三に集団化、第四に中

流家庭での多発が挙げられます。しかもその発生件数は1962

年においてW527入であります。これは1933年から

1944年、すなわち戦前と比べて約5．倍になつております。

しかも全犯罪の中で、少年犯罪は51％を占めております。

さらに重要なのは、これら犯罪少年の予備軍と見られる「犯

罪のおそれのある少年」が次第に増えていることであります。

　その原因等につきましては、さきほどの金井さんの分析に

同感でありますから省略して、石川県では現在1959年に

青少年保護育成条令を制定しました。そして悪い本の追放運

動をすすめ、また少年補導の指導員制度をつくり、校外指導

を強め、また少年補導センターをつくつて婦入警察官やある

いは母親による補導をすすめております。

　さらに一歩すすめて、健全な青少年の育成をはかるために、

社会を明るくする運動など各種の県民運動やスポーツの振興、

保育所、児童会館をはじめ社会教育センターなどを手がけて
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おります。そして県に青少年のための特別のセクシヨンを設

け、また県の青少年問題対策協議会を作つております。しか

しさきほど長崎の知事から話があつたように、乳幼児の教育

について、極めて重要でありますが、これは今後努力せねば

ならないと思つております。

　こういう風に県の行政面からの措置を行なつておりますが、

残念ながら、現在の社会の風潮をはじめ、諸般の事情からな

かなか予期するとおりには社会全体に浸透しておりません。

また青少年問題についての専門家がなかなか養成できないと

いうことも私どもの悩みであります。

　そこで青少年非行防止について、アメリカの各州でどうい

った具体策をとつておられるか、また二番目に青少年問題を

とりまく社会環境浄化のためにどのような施策をとつておら

れますか。また第三番目に、一般に青少年問題についての理

解と協力を求めるために、　どのよう宏力法を考えておられる

か、とういつた点について、さきほど一応伺つたわけであり

ますが、重ねてお教え頂ければ幸であります。

デラウエア州　カーベル知事

　佐藤知事、日本の友人の皆様および知事各位、アンダーソ

ン知事およびアメリカ代表各位。先づ始めに私は、一人の息

子と5人の娘の父であることを申し上げたいと存じます。
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　また私は、2人は5才、1入は5才の子供の祖父でありま

す。私は、わが国および世界の将来に重大な関心を抱いてい

るものであり、また今日の世界は急速に変動している世界で

あることを存じております。

　私はまた、今日少年非行の問題のうちに、二つの大きな問

題をもつていると：考えるものであります。これら二つの問題

とは、伝達機関（コンミユニケーシヨン）と刺戟とでありま』

す。ある世代が次の世代と思想の交流をするととは、常に困

難なことであります。なぜならば、世界は急速に変動してい

るのであり古して、私どもは、子供たちが利口であるが故に、

この目的達成のため迅速に変移する手段を用いねばならない

のであります。彼らは聰明であります。時には私どもの想像

以土に聰明であります。私どもは、私どもの子供たちを過少

評価してはならないのであります。そしてこのことは、私ど

もは将来を過少評価してはならない’ということにたるのであ

ります。

　私どもは思想伝達のための偉大な道具、偉大な新らしい道

具をもつております。この道具が従来ややもすれば破壊的な

やり方で用いられて来たのであります。これがテレビジヨン

であります。私どもは来るべき世代に対し、すぐれた思想の

伝達をするため、建設的にテレビジヨンを利用しなければな

らないのであります。子供たちは、娯楽のため、また、快楽

のため、また時には不必要な暴力を刺戟するため、1日のう

ちの多くの時間たやすくテレゼジヨンを使用いたします。私
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どもは賢明であり、テレビジヨンを建設的に利用すべきであ

ります。

　しばしば子供たちは、要求を充し得ないため、また理解し

ないため非行を行います。これはわれわれの責任であり曹す。

われわれが思想の伝達痴行わ弄かつキのであります。教育テ

レビを通じて、思想伝達の能力をもち、この能力を多量生産

するすぐれた教師を見出すことにより私どもは、子供たちの

能力を高め、理解と同化を勝ち得るのであります。また、各

教室には、教室の先生がおり含す。有益な教育テレビが全国
に、’

S州に、全県に放送ざれておりますならば、生徒が恩恵

を蒙るばかりでなく、教師も改善され、かくしてわれわれは、

教育水準を高め得るのであります。

　閉回線テレビによりわが国では、一時に6番組の放送．が可

能であります。それ故12学年あるとすれば、このような閉

回線により、一地点から、12の建設的番組の放送が可能で

あります。これこそ青少年非行を根絶するための良策である

というのが、私の熟考した意見であります。それは、教育テ

レビのもたらす指導力と、すぐれた教育手段により子供たち

に与えるよりよき理解とのためであります。とれが私が指摘

したい第一の点であります。

　第2の点は、次の点であります。私は少年義勇団指導員で

あります。昨晩私どもは箕面市でボーイ・スカウトとガール

・スカウトの歓迎を受けました。これは私にとつて霊感的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ことでありました。アメリカでは、そして私の州では、青少

　　　　　　　　　　　一82一



年の約20％は・ボーイ・スカウトかガール・スカウトの団員であり誉す。

もし100％ボーイ’スカウトかガール・スカウトの団員でありましたな

らば、事実上青少年非行は無くなると心から信じておるものであります。

義勇団の計画は、州が支持しているものではなく、州民からの自発的寄付

により支持されておるのであります。その計画はすぐれたものであり、若

い人々に偉大左目的．偉大な野心．を成就するように刺戟を与え

ております。それ故この義勇団の計画を全世界に唱導したい

と思います。それは若い人々に彼等の最善を尽すようにし向

ける計画であるからであります。少年少女義勇団は、われわ

れの限られた時間と空間のうちで目覚古しい体験を与えるば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
かりでなく、人格とすぐれた能力とを啓発する助けとなる多

くの教育計画をもつているのであります。

　第5の点は、職業教育が、現代の世界では、次第に重要に

宏つてきているという点であります。私どもの州には、3郡

あり古すが、それぞれの州に職業学校があります。現今未熟

練労働者には、だんだん仕事がなくなつてきております。そ

れ故私どもは一そう訓練を行なわねばなりません。建設的計

画や意見をとり入れ、教育過程を高めて行くならば、私ども

は、青少年〔非行の問題を解決し得ると信じます。ありがとう

ございました。

田中三重県知事

私は、三重県の田中知事でございますが、重複することを
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避けて、二、三の点について私見を申し上げ、あわせてアメ

リカの実情を伺いたいと思います。

　私は日本の当面する青少年問題には二つの基本的な背景が

あると考えてお・ります。

　その一つは日本の戦後における経済の復興と発展は、まご

とに顕著であるけれども、いかんながら精神面の復興が甚し

く遅れているということであります。終戦とともに、忠君愛

国を基調とした国民理想が崩壊したことはやむを得ないとし

ても、これに代る新しい国民理想がいまだ国民生活のなかに

滲透し確立されておりません。そればかりではありません。

今日までの国民理想の中に含まれていた東西古今を通じてあ

やまらない道徳観念まで、大きな動揺を受けてしまつたとい

うことであります。これは今日の青少年問題の一っの大きな

訓言になつていると私は考えます．

　もう一つの背景は、日本の急速な経済の発展に伴つて、人

口なかんずく青少年の都市集中が急激に進行しているという

ことであつて、しかも都市が青少年にとつてはまことに有害

な環境に満ち満ちている。このことが日本の最近の青少年問

題の他の1つの大きな原因だと考えております。

　私はこういう根本の問題について討議したいのであります

が、時間が左いので個々の具体的な問題について、次の4点

にしぼつて問題を提起したいと思います。

　その一つはさきほど兵庫県知事のご報告にもあつた、子供

のしつけ’ﾌ問題であります。日本では戦後子供の自由を尊重
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するあまり、学校においても、あるいは家庭においても子供

のしつけに遠慮がちな点がみとめられるのでありますが、今

後これを是正するととが極めて重要であると私は考えており

’ます。

　西欧諸国では、幼少細のしつけをとくに重視しているとき

いているのでありますが、アメリカにおける実情がどうなっ

ているか承れば大変幸せと存じます。

　第二は青少年をとりまく環境の浄イヒの問題であります。

たとえば不良出版物については、本県でも青少年保護条例を

制定し、青少年に見せたり売つてはならない図書を指定し得

ることにしてはおりますが、業者の団体からの自粛の申し出

もあり、現在のところそれに期待する建前で、実際上は指定

にふみきつていないのであります。この問題については、不

良図書指定の法的措置を積極的に講ぜよという意見と、社会

教育、社会倫理の高揚によつて自粛的に不良出版物などを青

少年から遠ざけていくべきであるという意見がありますが、

アメリカではこのよう左問題にどのように対処しておられる

か、その実情、ご意見をうかがいたいのであります。かつて

チヤタレー夫入の恋人について、アメリカでは裁判沙汰にま

でなつたということを聞いておりますが、そのときの結論的

な見解でもお話願えれば大変参考になるかと存じますα

　第三は勤労青少年対策についてでございます。冒頭に申し

上げたように、日本の青少年はいまや地すべり的な様相をも

つて大小の都市に移動しております。本県の数字をあげてみ
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ても、中学校、高等学校を卒業して、農林漁業に就業したも

のが1955年には全卒業者19000名の中5，225名す

なわち2ス5％であつたものが1961年には全卒業生

16，60D名中わずかに1，218名す’なわちZ4％となり、

如実にとの傾向を物語つて治ります。しかも都市に働く青少

年の多くが中小零細の事業所に就業し、住宅厚生などの施設

に恵まれないために、いわゆる勤労青少年の対策を強く要請

しているのが日本の現状であります。これについては、最近

逐次施設の慈備が行なわれては澄りますが、まだ十分ではあ

りません。アメリカではこのような勤労青少年問題がどのよ

うな形で存在しているのか伺えれば幸せと存じます。

　最後に青少年の団体活動について、さきほどデラウエア州

の知事さんから、ボーイ・スカウト、ガール・スカウトのお

話を伺いましたが、農村の4Hクラブが、青少年の団体活動

に対してあるいは青少年対策として、どのような役割を果し

ているか承わることができれば幸せと存じます。　　　　．

‘

アイダホ州　スマイリー知事

　佐藤知事さん。田中知事さん。私は、4Hクラブの活動に’・

ついてのご質問にお答えできるかと存じます。と申し古すの

は、私もまた田舎の選挙区から選出された知事だからであり

ます。私どもの州では4Hクラブの運動は、すこぶる活ぱっ
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に行なわれております。また若い婦入には「将来のアメリヵ

の主婦」（Fu七ure　Homemakers　of　A皿erica）と呼ばれる同様

な運動が行われて澄ります。これらの運動は、ボーイ・スカ

ウトやガール・スカウトの運動と同様に、私ども農村地方で

は、いずれも有益な成果を挙げて参りました。私自身これら

の運動を有益なものであると考えて参りました。それは彼等

の運動が家族ぐるみ経済上関係するといつた活動に指向され

ているからであります。

　わが国における・一一日本でも同様と思いますが一一青少年

非行の根源は、主として家族単位から出発する訓練の欠如に

帰因すると考えます。4Hクラブ、未来の主婦クラブ、ボー

イ・スカウト、ガール・スカウト、少女キヤンプ・プアイア

ー運動等のような青少年のための家族的団体を強化すること

により、後年非行の発生を防止するため、幼少時代に必要な

本質的訓練を施すことが出来ると信ずるものであります。

　私は田中知事が指摘されたもう一つの点に対するお答とし

て、次の．ことを申し上げたいのであります。私どもはずつと

以前アメリカで、裁判所は必ずしも公正で左ければならないド

というのではなく、単に最終判決を下すにすぎないものであ

るということを聞きました。それ故私どもは「チヤタレー夫

入の恋人」に対し、皆さん方にお詑びいたす以外どうにもな

し得ないのであります。

　それは検閲制度以齢の書物とフイルムなのであります。あ

りがとうございました。
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北福井県知事

　福井県知事の北でございます。時間もせまつているようで

ございますから、福井県で特異と思われる点だけを申し上げ

たいと思います。福井県の実情も各県と軌を一にしておりま

す。

　：福井県は石川県に南接している小さな県でありますが、県

民性は北陸特有であつて、比較的温厚であり、過去には年間

1件の凶悪犯罪もなかつた記録があります。当局ではその原

因について調査をしたこともあります。現在においても、非

行青少年が激増はしておりますが、全国比から見ると幾分低

いのであります。その原因の一つは、県民性によるのであり

古す。そしてこの県民性をつちかつたものは何かと申します

在らば、それは真宗が非常にさかんな地方であるからであり

ます。私どもの年代の北陸生れのものは幼年の頃は殺生はし

てはいかぬ。人のものをとつてはいかぬ。悪いことをすると

地獄へ落ちるぞといつもいましれられ、三度の食事の前には

仏壇の前で手を合わさなければ御飯は与えなかつたのであり

ます。

　今日のわれわれの家庭ではこんなことをすることはほとん

どなくなつてお・ります。いまこうした風習をかれとれいうわ

けではありませんが、やはり幼年のころの家庭のしつけとし

て因果応報の宗教教育をなすことが非常に大切だと思います。

キリスト教の米国ではこうした教育が家庭で行なわれている
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と聞き敬服しております。非行対策の問題も各府県大同小異

であつて各県知事の申されたととに尽きておりますが、私の

所見を申しますならば、一番大切なものは、いま申しました

宗教教育を含めた家庭教育の振興であると思います。

　親の正しい愛情の問題、正しいしつけの問題であります。

最近、さきほどお話のあつたように、裕稿な家庭の子女の不

良イヒが問題となつている反面に、貧困左未亡入家庭等の子女

の不良化は少ないのであります。この原因などは100％親

の愛情にあります。感受性の強い青少年にとつては、親の言

動には最も鋭敏でありますq貧困な未亡人家庭等から不良児

を出さないのは、親の子に対する愛情の深さに打たれるから

であります。日本の諺に、家貧にして孝子出ずというのがあ

ります。昨年の中央児童福祉審議会が所管大臣に答申してい

る中に、非行少年対策について次のととを言つているのは適

切であります。非行少年をなくするためには何よりも暖かた

家庭をつくることであります。このために公私の指導機関、

たとえば助言指導者制度を設け、家庭設計や育児の相談指導

に当らせる。また母子家庭、低所得階層を対象に母親のため

には休養施設、子供には野外活動の機会を与える。学校教育

も戦後道徳教育を廃止したのは今日の非行問題の大きな原因

でありました。学校、社会、教育ともに反省すべき時期であ

ります。

　最後に、現在す左わち今年の10月1日から11月51日

までの期間において、福井県において今年度青少年問題協議
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会が企画して行なつている青少年保護育成対策について一言

いたします。それは本県でことしはじめてやつたのでありま

すが、親と子の20分間読書により、豊かな入間性を培う。

第二は、青少年のスポーツ振興により、健康と体位の向上を

図る。以上を全県を一丸として推進中であります。

フロリダ州　プライアン知事

　私は、日本とアメリカの知事さん方の海話を興味深く拝聴

いたしました。そして私は、再び私がずつと以前到達した結

論に立ち戻つたのであります。すなわち青少年を正しい生活

と善良な市民に導こうとするわれわれの努力の成否は、われ

われば生きるための立派な価値を彼等に与えうるか否かにか

かつていると思うのであります。若い入々は、何物かを強力

に求めております。大望を抱いております。そして私は若い

人々のため、価値標準を創らうとするある種の入々の危険を

認めるものでありますが、他力若い入々が彼等を善なる行為

に導ぐ価値標準を、彼等自身で選ぶので左ければ、われわれ

のすることは何事も成功しないと思うのであります。

　デラウエアのカーベル知事は、このことに「動機づけ」と

いう名前をつけましたが、よい名前であると存じます。

　アメリカではとの勃機づけあるいはこ・hらの標準は、歴宍

的に数個の源から発せられてきました。一一’つの大きな源は家

元し1
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族でありました。しかし生活のテンポ、教育の発達、職業に

従事する母親たち、テレビや新聞を通じて家庭内に入り込む

世事等と共に、家庭の影響は破壊されつつあるのであります。

　われわれにとつて第二の動機うけの源は、学校でありまし

た。しかし現今学校では、いわゆる「文芸」とか偉大な文学

とか、各時代の偉大な道徳的価値等の古いものにたよるより

はむしろ科学であり、工芸であり、若い人々の入格形成をす

る道徳的判断を失つて泊るのであります。

　それに最後にアメリカでは、われわれは、教会や宗教によ

り、また若い人々を教会に連れて行つたり、自分らが他人か

らしてもらいたいと望むように他に対してやることを教え、

また十誠に従うことを教えたりして、これらの価値を若い人

々に知らせるように努力して参りました。しかしながら世間

は、若い入々を教会に強制しようとして、かえつて教会から

遠ざけるような傾向があります。そしてわれわれの仕事は、

これらの影響によつて失われだ道徳力を、必要ならば、他の

強力左すぐれた道徳力によつてとつて代らせる何らかの方法

を見出すととであります。ボーイ・スカウトや各種青少年活

動、運動競’技等は、よいことであり必要でもありますが、ア

メリカにおいてわれわれが将に喪失しようと七ている本質的

要素の一つは、若い入々の生きるための価値標準であります。

　そしてこれとそ青少年問題解決の根源であると存ずるので

あひ書　撒、、



老人対策についての報告

デラウエア州　エルバートN・カーベル知事

　議長さん。佐藤知事さん。日本の知事各位および友人の皆

様。アメリカでは、老入の占める割合が、ちようど日本の場

合と同様に、増大いたしております。このことはもちろん、

極貧の老入たち、貧乏で自分の世話もできないような老入た

ちのみならず、職域を退いた老人、文字通り何の計画をもた

ない老人、古た、何もするととのない老入たちに大きな問題

を提起いたしてお・ります。

　先づ私どもは、偉大なるアメリカ人フランクリン・デラノ

・ルーズベルトによつて始められたわれわれの偉大な社会福

祉計画についてお話したいと存じます。との計画は、第一に

自分たちの福祉のための資金すらもたない貧しい入々に保護

を与えることであり、一般に「老人援護」の名で知られてい

ます。この老人援護運営資金として連邦政府がおよそその三分

の二を、州政府が凡そ三分の一を支出いたしております。例

えば私の州では、老入援護の最高額は、月額100ドルであ

ります。約18年前の終戦直後、老入援護の最高額は、月額

25ドルでありました。

　貧困者のための避邦計画のほかに、私たちは、福祉家庭す

なわち老人ホームを設けておりますが、これはその他の州で
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も同様のととと存じます・このホームは・私の州紅び郡が

維持しております。連邦政府は財政上の支援はいたしており

ませんが、食費と住居費の一部を支払うヒとが出来る者は、

これを支払つております。また時には連邦政府が、老入援護

計画によって補助することもあります。言葉を換えて言えば、

老人たちは月々相当額の支給を受ける資格をもつており、こ

れで彼等の賄料の一部を補助しています。

　私の州では、建物も入口の増加と歩調を合わせ、老人福祉

ホームの増加を計つております。数年前一法案が議会を通過

しましたが、この法案により、極貧者のみの医療保護のため、

2対1の割合で州資金に見合う連邦資金、すなわち、州資金

の2倍の連邦資金が支出されることになりました。全く金を

持たない者だけがこの保護を受けることが出来ます。すなわ

ち自分たちの医療費を支払うことが出来ない者が、この資金

を受けられるのであります。アメリカの各州のうち凡そろ5

ないし40％の州は、たれらの資金を受けられる法律が通過

し古した。この金は、自分たちの医療費を支払うことのでき

ない極貧者の入院費、診療費、歯科治療費その他一切の医療

費に費されます。またこの金は、薬品にも費されます。もち

ろん皆さん方はみな若い知事さん力でありますが、だんだん

年を取られるにつれ、より多くの薬が必要になることがお分

りになると思います。それ故老入たちが、必要左薬品を買う

ことができるように、十分な資金を持つことは、頗る重要な

ことであります。なぜならそのことは、老後に多くの楽しみ
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を与え、また、恐らく生命の延長ということにもなるからで

あります。

　私どもの偉大な社会保障プログラムの第二の点は、法人団・

体の中で働き仕事をもつている入々や、医師、弁護士、農夫

のように、使用入と一緒に左つて、連邦年金計画のため、毎

月給料の4％を支出している一般の市民たちに、年金を支給

することであります。男子は65才で職をしりぞき、年額

1，200ドル、月額100ドルの年金を受ける～二とができま

す。また彼等の妻は、62才で年額100ドルの年金を受け

られるのであります。

　古た、との社会保障計画で、夫が死亡し、小さい子供があ

．る場合妻は、子供たちが18才になるまで基本金額を受け得

るのであります。もちろんこれらが、福祉計画又は年金計画

であつて、多くの会社や、法人団体はこのほかに彼等の従業

員のため固有の年金計画をもつております。ある場合には従

業員がこの計画のため拠金し、またある場合には、100％

法入団体が支持しております。

　一般的にか宏りよい保護を受けております。しかしながら

私どもは更に一歩を進めて、財政的に裕福であつても、職域

をはなれた人々に対する年金計画を用意すべきであると、心

から信ずるものであります。
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わが国の老人対策について

久松愛媛県知事

1．　老人問題の拾頭

　　本日は・日米知事会議の席上で、わが国の老人福祉問題に

　つきましてご説明申し上げる機会をえましたことは、私の最

　も喜びとするところであります。

　わが国におきましても老入対策の問題が世入の耳目をひく

　ようになり、これに対する福祉の措置が講ぜられるに至りま

　した。その背景としては、

（1）　人口構造の変化による老令人口の増加

（2）　世帯構造の変化に伴う老人の生活の問題

（3）　老人の労働問題

（4）　老人の生活と健康

などの問題があけられておりますが、これらの要因をみまし

ても老人問題が容易でないことが把握せられる次第でありま

す。特にその主要な要素であります国内の老令階層の様相を

考察いたして見ましても、こと10年間余に拾いて、

○

○

○

○

医薬の進歩

公衆衛生施策の積極化

社会保障施策の推進

国民の衛生思想の向上
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　などの諸因によつて、老令人口は別表にも示しますように年

　年著しく増加の傾向を示しております。また、国民平均寿命

　につきましても1947年（昭和22年）を契機といたしま

　して大幅に伸長を示して参つているものでありまして、これ

　らは独りわが国のみの現象ではなく米国におかれての1959

　年の老令入口比率は8．7％を示しており、フランス、スウエ

　ーデン、デンマーク、西ドイツ、スイス等の諸国においても

　共通した傾向をみてまいつているものであります。このよう

　に老令人口の増加に従つて老入福祉問題は、ますます重要性

　が加味され、今後、早急に推進すべき問題として地方行政に

　新た左重要課題を提起するに至つております。

　　これら人口構造の変革の原因としては、第2次大戦後の出

　生率の激減と国民体位の向上による死亡率の減少に起因する

　ものと思われますが、それとともに世界に例を見ない戦後の

　出生率低下が、わが国入口の老令イヒを短期間に促進さぜるこ

　とともなつたものであります。

2．　老入福祉向上策の問題点

　　　ニプ
　　そして、これら老令人口の増加に伴う老人福祉問題は、

　1965年（昭和58年）8月法制化されました「老入福祉

　法」の施行によつて今後発展の道が開かれたのでありますが、

　この施策も漸くその緒についたばかりでありますので将来へ

　の努力がさらに必要であると存ずるものであります。現在の

　社会事情下におきましてはまだまだ恵まれない老入が数多く

　いるのであります。そのうちにおいても経済的安定は確保さ
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、

　れていてもなお精神的には不幸な場合もあり、又、反面物質

　的に極めて恵まれない老人もあります。働く意志と健康を持

　ちながらその機会をもたない多くの老人も見られます。従っ

　てとうした老入層の人々の不幸な条件を除去して幸福な入生

　への歩みを持たせることが最も重要な課題でありまして、今

　後の老入福祉向上のための方策といたしましては、現在、

　（1）　老人ホーム、軽費老人ホームの増設

　（2）　老人福祉センター、老人保養所の設置促進

　③　老人家庭奉仕員制度設置の推進

　く41　老入クラブの育成、指導

　㈲　老入の無料健康診断の実施

　などをはかり、着々その成果を収めている現状であります。

　　次に、今後におきまして老人福祉向上のために推進すぺき

　諸問題として考えられますことは、

1．　老人の就業に関すること。特に停年制の延長ないしは再就

　職に関して国家的な配慮を必要とすること。

2．　老令年金の拡充、社会保障制度の改善

5　老後の精神的安定のため、家庭の新らしい構造について再

　考すること。

4．　老令者の健康を保持するために、老入医学の進歩に合わせ

　て老人病院、診療所などの社会的施設を整備すること。

5．　老入医学、老入心理学、老人社会学などの各分野にわたる

　総合的な研究がなされ、いわゆる老人科学の大成がなされる

　とと。
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などが当面求められているものでありますが、こうした課題

は、社会的、経済的条件によつて左右されるものであります

のでこれらの条件も併せて常に新らしい検討を加えて行かね

ばならないと思われます。

　さて、最後に申し述ぺたいことは、米国におきましては、

老人全体を低所得階層という範囲に入れ、社会福祉の対象と

して取り扱つておられるようでありますが、わが国におきま

しても前にのべましたように近年ようやく老人福祉問題に取

り組む体制がととのい、国民運動として一般国民の関心も強

まつてきております状況でありますが、今後この面の施策の

向上を計ります範として米国元おける老人福祉対策のプログ

ラムが、わが国にも取り入れられまして、日本的に消化せら

れ、老入だけでなく、国民全体の福祉の向上に役立つことが

できれば幸いと存じます。わが国におきましては、多年懸案

となつておりました「老入福祉法」が制定されましたのを機

会として、精神的、身体的なハンディ・キヤツプを有する老

人に安らかな生活を保障し、その健全な心身の向上に必要な

措置を講ずるとともに、多年社会に貢献してきた老人を敬愛

する念をもつて処遇いたしまして、老入が幸福な生活を営む

ことができますよう地方行政を一層推進いたしますことを申

し上げまして、私の報告を終らせていただきます。
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意 見 発 表

谷ロ滋賀県知事

゜　滋賀県知事谷口でございます。

　第2回日米知事会議⇔睡して、2・世紀後半⇔ける

世界共通の最も大き酬会醜となつて詞ます老人対策に

ついて意見を述べる機会を雛したことは、わたぐしの光栄

とするところでございます。

　わ力掴に鮒る老燗題も相当深刻撚況になつてれり

ましたことは・ただ吐愛媛県知事よ蜘報告されたと詞

であ騰すが・ちなみに・滋賀県に鮒る状況を申し上げま

すと・本県の人・は・現在は84万3千人であ騰すが、そ

の中の6・才以上の加は⇔万1千入ですカ・ら、その繊

比は11・94％となつて利ます・との上ヒ率は、全国第ぽ

の高率を示すものであ姪して、わが国の198。細鮒

る推定構成比に達している訳であ握す．このことは、わが

国の一般的現象としての雌率の低下や平均寿命の延長ざれ

たこと・村び本県の産業構造が新次産業が主体であつた

ために隣接する商工業生産の大都市である京阪神および中京

地区に対する若年労働力の供給源地帯であつたこと左どがそ

の主因をなすものと考察することができます．しかしながら、

本県は・その地理的好条件から最近著しく工業化が促進され、



1956年から1965年までの間に194の工場が進出し

てきており、今後においてもさらに工業化の方向をたどるも

のと考えられます。したがつて、私は今後の生産入口の確保

と老人対策は県勢発展のうえに最も配慮されなければ左らな

い重要な問題であろうと考えております。そこで私は、滋賀

県がわが国第1位の老人人口の構成比をもつ県であるだけで
なく、鋼輪位の老鳩祉県とするべく考えてゆきたいの

であります。幸い本年8月1日から老人福祉法が施行され老

人福祉のあるべき姿、将来への方向、国、地方公共団体等の

責務が明らかにされたので、これに対応して積極的左施策を

講ずるべく目下策定いたしております県勢振興8年計画のな

かに老人福祉に対する施策をおりとむべく、目下検討いたし

ている状況であり古す。

　本日老人福祉の先進国であるアメリカ合衆国の知事各位と

一堂に会しました機会に、米国における老入問題等について、

二、三お尋ねいたしまして、本県における老人福祉に資してま1

いりたいと存ずるのであります。

　従来わが国は、家族主義の国であり、その伝統的な文化を

背景として、若い世代より成る家族員と老人との間に相互扶

助的な人間関係が保たれ、老人の地位と生活の保障は安定い

たしておつたのでありますが、戦後における家族制度の崩壊

と、社会的・経済的変動に伴い最近新旧思想の対立や扶養に

ついての義務感が減退する風潮がみえてきております。

　しかしながら、私は、老人の幸福は、家族との一家団らん

一100一



の中になければなら左いと考えるものでありまして、家族間‥’

における相互扶助的な入間関係が損われてゆくことを誠に遺

憾に思うものであります。

　英国におきましては、法律上の扶養義務は規定されており

ませんが、これは道徳上当然のものであるという考え方に基

因していると承わつております。

　米国における扶養義務についての考え方、米国民の家庭に

おける扶養の実体について承りたいと思う次第であります。

　第2点は、わが国においては1老人には家庭を」という考

え方から、老入福祉に理解のある力々に不幸な老人の養護を

委託し、その費用については公致負担をする、いわゆる養護

委託の制度が新たに設けられたのでありますが、私はこの制度は、

入類愛と相互扶助の精神に立脚したすぐれた制度であると考

えるのでありますが、米国にお・いても老人の養護は「施設か

ら自宅へ」という方向にあると承わつているのでありますが、

養護者のない不幸な老人に対してどの様な施策をとつておら

れるか承りたいのであります。

　第5点は、老人の再就職の問題であります。

　わが国における会社の殆んどが定年制を実施いたしており

まして、その大部分が55才の定年制であります。現在わが

国は非常な求入難にあります反面に高年令層においては極め

て深刻な就職難となつております。まだ働ける人々を強制的

に退職させ働く権利を奪うととは社会正義の問題であると考

えるのでありますが、米国における定年制の実施状況とその
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後における再就職あるいは老入の職域がどの様になつている

かを承わりたいのであります。

　以上で質問を終りますが、わたくしは、多年にわたる社会

の貢献者としての老入の処遇を確立することが、県民に安定

した老後の期待をいだかせ、ひいてけ勤労意欲を高め、県勢

発展の原動力となるものと確信いたしておりますので、今後

一層努力をいたすことを申し上げまして私の意見発表を終り

ます。

デラウエア州　カーベル知事

／

　佐藤知事さん。私は、私どもは65才以上の人々の才能を

活用したいものだと申された谷口知事さんのお話を推奨した

いと存じます。このことについて私は、もう少しお話したか

ったのですが、あなたが私の話はもう終つたとお考えになつ’

たのだと存じます。私は、多くの65才以上の入々が、すぐ

れた才能をもつておられるということは、最も重要な点だと・

存じます。

　それ故特に公的な仕事に従事している私どもにとつて、こ

れらの十分な教育を受けた市民が提供される機会を利用する

ことが大切であると存じます。例えば、民間防衛のうちには

多くの退役軍人がおつて、私どもの民間防衛組織に援助を与

えております。私どもの大学では、退職した法人団体の指導
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者や書名な市民を勧誘して∀大学の集会所や教室や大学内で

指導権を与えております。そして私は、人間の暦年齢は、必

ずしも生物学的年齢と一致するものではないと考える者の一

人であります。それで65才が停止の年齢と考えられており

まナが故に私は、今日65才以上の人々から、わが国はもち’

うん世界も・多ぐのものを得るととが出来ると考えておるの

であります。そして私どもは、65才以上で多くの偉大な貢

献をしておられる世の多くの著名な入々を、糾合することが

できると思うのであります。

ウイスコシン州　レイノルズ知事

　佐藤知事さん。日本の知事各位および同僚知事各位。私は、

谷口知事さんがその優れた演説で提起された質問に拾答えし

たいと存じます。第一の質問は、アメリカにおける家庭の慣

習はどうかということであり古す・農村地方では、家庭の慣

習は、今日方を老入の世話をすることだと思います。しかし

アメリカは、日本同様、今日高度に都市化されております。

入々は、小さなアパートや小さな家に住んでいます。それ故

家庭で老人の世話をすることは頗る困難であります。しかし

ながら大多数の入々にとつて、余裕があれば、彼等の両親の

保護をするととが慣習に左つております。そして実際ウイス

コンシンでは、法律によつて保護し左ければなら友いのであ
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ります。しかし一般に、カーベル知事がいわれたように、社

会保証が十分で、最小限度の生活の保証がなされているので

あります。

　ウイスコンシンで未解決になつている老人に対する問題は、

一一一 ｼの州のことは存じませんが一一病後療養のホームにし

ろ普通の住宅にしろ、老人の住宅の問題であります。ウイス

コシンには、私設の病後療養のホームがありますが、多くの

場合悲しむべき状態であります。多少は優れた私設のものも

あります。ある地方公共団体では、現在、老入ホームや病後

療養のホームを建築しておるところでありますが、それらは

公共資金で維持されております。

　このことは、老人の世話をする者がいない場合、老入はど

うなるかという問題と関連してくるのでありますが、これは

甚だ困難でありま’す。私には農業を営む叔父がありますが、

卒中で倒れまして、私どもはしばらくよい病後療養の家を探

しました。

　私どもは、未だ老人雇傭という重要問題には手をつけてお

りません。そして実際、わが国の社会保障法の下では、外部

からの収入、すなわち社会保障以外の方面からの仕事による

勤労所得は、年間1，200ドルに制限されておるのでありま

す。

　老人たちはもちろん、日本でもアメリカでも、校友団体を

もつておりません。このため私は、老人の保護は、討議のた

めまことに価値ある議題であり、事実、アメリカにおける最
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＼

大の来解決問題の一つであると思うのであります。

ユタ州　クライ　ド知事

　議長さん。同僚の知事各位。日本の知事さん方。私はカー

ベル知事さんがたS今分割線（65才で分けること）にっい

て申されたことを、いま一度検討してみたいと存じます。私

は65才でありますが、私はまだ終着駅に来ていないという

ことを同僚各位に知つていただきたいと存ずるのであります。

　老人に対するこの問題は、重要な問題であり、今後長く私

共の問題として残る問題であり、また、平均寿命が延びるに

っれ、時代と共に重要さを増す問題であります。暦年齢と生

物学的年齢についての問題を解決するのでなければ、いろい

ろの問題は減らないと存じます。

　私の州では、老入に関する委員会を設けてこの問題を取り

上げました。この委員会には常勤職員が勤務し、その職務は、

老入の経済問題を考察することであり、極貧者から独立して

いる者に至るまで全般的な考察を行つております。もちろん独立してい

る者は何ら経済的な問題も心配ごとももつていませんカ㍉極貧者はとれ

らの問題をもつています。私どもは、老年市民または上級市民という形

で、利用し得る入力の大きな貯水池をもつていると信ずるのであります。

そして老入たちは国家の福祉のためこの入力を貢献する機会を絶えずも

つざきであると信ずるのであります。しかしそれ以上に老人た
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　ちは、できるだけ長く心身の健康を保持し得るように、成長

　し活動的な地域社会活力の一部に、存続させるべきであると

信ずるのであります。また、老人たちは彼等の肉体的、精神

的能力の範囲内で、引続き責任を分担することによりかち得

　る尊敬の念を心π抱いて、生活し得べきであると信ずるので

あり註す。

　住宅の問題は、主要な問題の一つであり、私どもはこ二つの

観点からこの問題に取組んで参りました。一つは、私どもが

奨励して参りました私設療養ホームであります。私どもは良

好な基準を設けてこれを維持することを努めております。そ

　してもちろん、私が属しており、私の州で唯一の教会でもあ

る教会は、私どもの州の上級老人市民のため、住宅を提供し

て本質的援助を与えようと試みております。

　　しかしながら最も重要な活動分野の一つで、未解決の問題

は、自らの選択または仕事の関係で、国家経済に貢献する権

利又は機会を奪われていた老入の時間または才能を借用する

ため、経済的な活動で左くとも、娯楽や趣味の方面ででも、

これら老人が活動する手段を与えるということであります。

そとで私どもは上級市民が利用し得るような訓練計画や娯楽

の機会および趣味の啓発等を奨励するようにいたしておりま

す。

　最後に、そして最も重要にして困難な問題は、病入特に慢’

性病や長期の病を得て、多くの経費を要する入々に、適当な

1医療を与え、入院加療させることであります。私どもは、国
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の計画と州の援助により、これを行わんとしております。そ

して私どもはこの企画に相当の進歩を遂げたものと考えてお

ります。私どもの目的は、委員会職員に指導させ、主として

市民の協力によつて老人が生命のある限り、自分たちの地域

社会の中で、彼等の友入たちと一緒に生活させることであり

ます。ありがとうございました。

奥田奈良県知書

）

　私はただいまご紹介になりました奈良県知事奥田でござい

ます。昨日皆様方多数そろつて県内をご視察下さいましてま

ことにありがとうございました。

　実はただいま議題の老入問題につきましては、さきほど久

松知事が日本の老人問題のすう勢、あるいはこれが対策につ

いて・くわしくご説明がありました。　　　／

　またさきほどカーベル知事からアメリカのお話があり、ま

たただいま二、三の知事からアメリカの老入対策について州

のこ施策についていろいろお話がありましたので、実は私も

わが奈良県の具体的施策について一応おきき願うつもりであ

つたのでありますが、これはアメリカの州の施策と比べます

と、まととにささやかな、立ち遅れた、ようやく今から老人

問題にふみ入ろうという程度の施策でございますが、一応ご

説明いたすつもりでございましたけれども、時間も相当経過
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いたしておるようでございますから省略いたします。ことに

二、三お聞きしたいと思いましたととについてはさきほどご

説明もいただきましたのでおたずねいたすことも省略いたし

ておきます。

　ただ亡れは笑い話でございま．すが、ただいま配られている

名簿を拝見すると、アメリカの知皐さんがみなさん非常にお

若いようであります。クライドさんはご年配のようでありま

すが、あとみ左さん非常に若いようであります。日本の私ど

もは相当高齢でございますが、元気に地域社会のために活動

しているのでございます。私どもが相当高齢であり宏がら地

域社会のために活動している姿も、どうぞ旅程の許される範

囲においてご視察願えればありがたいと思います。

　また、そういう意味で、老入間題はさきほどカーベルさん

がおつしやつたように、　日本．の知事は若いとおつしやつたよ

うでありますが、むしろアメリカのみなさんよりも、私ども

　　　　　　　ト日本入の知事にとつては切実な問題であるということをとの

機会につけ加えて申し上げて私のご挨拶を終らせていただき

ます。失礼いたしました。

三木岡山県知事

　時間もないようでございますので、ごく簡単に申し上げた

いと思います。岡山県におきましても、さきほど皆様のおつ
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しやつた通りの問題がございます。ことに老人の数、高年齢

層の数については、さきほど滋賀県の谷口知事さんがおつし

ゃいましたように、大体ほぼ似たような、この図表にあるよ

うに、11．9という率を示しております。したがつて、岡山

県においても、私たちは老入の問題を大きくとり上げている

わけであります。

　しかし簡単に申せぱ、私どもがいろいろの調査をした結：果

によると、老入対策というものは画一的なものではいけたい。

ケース・バイ・ケースであります。それぞれの人格を尊重しな

がら、それぞれに向く施策をやつていかなきやならんという

ことが調査の結果に出て寿るのであります。

　近ごろ私どもは軽費老入ホームを建設しましたが、相当の

入居希望者が当初にはあつたにもかかわらず、いざ入ること

になると半分以上のものが辞退いたしました。その原因は、

軽費老人ホームに医療施設がないということ。これはさきほ

どのご意見にもございましたように、家庭と離れにくいとい

うこともあると思いますけれども、とにかく、医療施設がない。

したがつて遠方の開業医にかからなければならぬ。これでは

安住の地でないということにあつたようであります。

　現在岡山県では、国の施策以外に88才以上の高齢者に対，

して年金を支給したり、援護物資を給与したり、老人クラブ

の育成など、各県と同じようなことをやつて拾るのでありま

すが、老入福祉法ができたので、今後は家庭奉仕員の配置な

どいろいろやれると、非常によろこんでいるわけでございま

　　　　　　　　　　　一109一



す。

　ともかく、とくに岡山県で申し上げることは、いままでに

もう尽きているわけでありますが、ただ一言だけ申したいこ

と，は、これらの施設に入る施設というものに対して一般の偏

見がある。お上のご厄介になることは、とにかく良いことで

ないのではないか。

　こういう偏見を排除していかねばならん。みんなの世話に

なるということでは左いんだ、という気分を作り上げていき

たい。そして一般住民の理解と協力を得たい、とこのように

考えているわけでございます。

　私どもの簡単な意見を申し上けました。お許しをいただき

たいと思います。

（
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共同声明の提案理由説明

カンサ〈弼　ジヨン、アンダーソン知事

議長　私は、この会議に出席された日本及びアメリカ合衆国の知事各位に代り、

　共同声明の採択を動議として提出いたしたいと存じます。その前にまず・い

　さSか背景的事情について申し述べたいことがございます。いまから1年半

　前、すなわち1962年4月に、私は米国の州知事視察団の一員として澄国

　を訪問する光栄に浴しました。この第1回の日米両国間の公式の日米知事相

　互訪問計画に参加することができたアメリカの州知事は、日本の各府県の訪

　問から非常に深い印象を受けたのでございます。訪問いたしました府県は、

　東京、千葉、栃木、神奈川、愛知、京都、奈良・大阪、兵庫及び広島の10

　都府県に及んで和ります。この1962年の日本訪問中に、東京及び箱根に・

　和いて、2っの有益な会議が行なわれました。

　　両国の知事は・川「府県及び州の機構及び運営にっいて」　｛2｝「地域経済

　格差について」というふたつの議題のもとに、活発な、かつ有意義なる意見

　の交換を行ないました。同様にして、1962年5月・日本の知事視察団が

　アメリカ合衆国を訪問されました際、共通の諸問題について意見の交換が行

　なわれたのでございます。

　　昨年箱根に和いて採択された共同声明をご記憶のかたも多かろうと存じま

　すが、この共同声明の趣旨は、日米知事相互訪問が両国のそれぞれの目標や

　理想を正しく認識するのを助け、相互理解と友好親善を押し進めるのに役立
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つとともに、日米両国に肴ける行政の健金戊発展に貢献するも

のであるという知事各位のかたい信念を表明したもので、ござい

ます。出席された知事の全員は・共通の諸問題解決をはかるた

め、情報、視察、調査等の交流をひき続き行なう努力を誓った

次第でございます。

　1962年、7月2日、ペンシルバニア州、ハーシーに澄い

て開催された・アメリカ合衆国全国知事会1962年度・年次

総会におきまして・ローレンス知事はアメリカ州知事一行の日

本訪問について詳細なる報告をされました。同知事は、訪日米

国州知事視察団の団長でございましたので、このことは全ぐ適

切なことでありました。ローレンス知事は次のような極めて意

味深い報告をされたのであります。

　「私は、われわれがっくつた土台の上に・更に何物かを築き

上げることが絶対必要であると感じているのであります。

　アメリカの各州と日本の各府県との間に、固められた太い幾

本もの交流の通路は・更に拡げられ、一層改善されなければな

りません。何にも増して・重要なことは、両国の州及び県に澄∵

ける知事及び職員間の相互理解をもちきたらすということであ

ります。私は今後幾年にもわたつてこの相互訪問が拡大されて

行くことを望むものであります。」

　ローレンス知事は、続いて、知事会議の決議案を提出されま

した。この決議案は箱根で採択された共同声明を取り入れたも

のであります。この決議案は、可決されて、アメリカ合衆国全

国知事会の永久保存議事録の一部となつたわけであります。
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　さて・われわれは・第2回日米知事相互訪問に乗り出して詮

ります。私はこの1965年度訪日アメリカ州知事視察団の団

長として選ばれたととを非常な名誉と存じて合ります。

　私は・第1回訪問によつて澄国について非常に理解を深めた

のでありますが、今回の訪問によつて一層多く0ことを勉強い

たしたいと存じて澄ります。私は、日本の知事各位が来年春米．

国を訪問されますことを非常な喜びをもつて澄待ち申上げて諭

ります。
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共同提案に対する日本側知事の賛成演説

小野和歌山県知事

　ただいま米国知事会を代表してカンサス州アンダーソン知事

から共同声明についての提案理由の説明を承りましたが、この

提案はまことに適切かっ真に有意義なものとして、賛成の意を

表する次第であります。

　本問題は人づくりの根本的課題である教育問題、．或は日米両

国のみならず、目下全世界が当面する青少年問題或いは老人対

策について日米知事が一堂に会し・その体験を語り、互に胸襟

を開いて討議せられたものであり、衷心より賛意を表するもの

でございます。

　でこのことは、自治行政の発展ばかりでなく、国政発展の上

にも大きく寄与するものと存じ誠に慶びにたえないところでご

ざいます。

　以上述ぺました理由によりまして・提案ど澄りこの共同声明

が可決されることを希望する次第でございます。
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共 同一 @声 明

　日本の全国知事会とアメリカの知事会との公式決定により、ア

メリカ及び日本の知事によるそれぞれの国の相互訪問が、1962

年4月と5月に行なわれた。

　1962年の上記相互訪問ぱ・共通の問題について、十分、か

っ、目由な討論のため会議を開催し、行政手続きの比較を行ない

県拾よび州の水準に澄ける行政運営の体験を分ち合い、多大の成

功を収めた。

　同様な一連の相互訪問が、1963年秋と1964年春行なわ

れることに、日米の知事間に話合いがまとまり、全国知事会とア

メリカ知事会代表は、1965年10月15日、日本国東京に●

いて、10月21日大阪に合いて・合同会議に会合し、教育制度、

老人対策澄よび青少年非行防止等の比較し得る諸問題と経験につ

いてさらに討議を行なつた。

　よつて一堂に会した知事は、こSに・これらの相互訪問が、日

米合同会議と州および県の適切なる視察旅行を通じて、日米両国

のそれぞれの目標と願望の認識・相互理解と友情澄よび・日本と

アメリカに拾ける一層効率的行政の発展のため、多大の貢献をな

すものであるとの変らぬ信念を表明することを決議し・さらに一

堂に会した知事は・将来アメリカの知事会と日本の全国知事会間
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楡よび日米両国間に、さらに一層親密な関係をうち立てることを

心から希望し・今回の第2回訪問’が、両知事会間、日米両国間に

有益に完了するように、その目的に向つてさらに十分、かつ・継

続的協力を行なうものであるとの誓を決議するとともに、この共

同声明が、アメリカ知事会および日本全国知事会の次の年次諸会

議の記録に記録さるべぎことを決議するものである。
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閉 会 式

米国代表あいさっ

ミズリー州ジヨン砿ドートン知事

　佐藤矢噂・肺の知事各位・アメリカの1司僚諸君．この会議

は最も成功を収めたものと存ずるのでありますが、閉会にあたク

私は・アヌリカの鱒を代表して、この機会に、皆様方のこ綱

とご懇情とご歓待に対し・皆様方及び貴国に対し、私どもの感謝

の意を表したいと存じます。

　私どもは日本訪問を愉快に過しました．日米相互の問題につ

いての討議は・私どもにと靖用であり、カ・つ役立つものであ

ぽす・私どもは皆紡の臆⇔紗できますことを喜びに

存じます・私どもはとれらの理念を私どもの学校や当面してい

る多くの問題の改善に大いに利用したいと存じてつます。

　　　　私たちは運命の定めにより兄弟となつたゴ

　　　　私たちはこの道を独りで歩むことはない。

　　　　他人の生活に注いだすべては

　　　　　　我々自身に戻つてぐる。

皆様方が私どもに与えら硫幸福と喜びと理想は調時賭
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さん方のものでありますように。皆様方のご親切とご歓待に対

し、衷心より感謝いたします。そして私どもは皆様方をアメリ

カに諭迎えいたすことを楽しみにお待ちして澄ります。

●

（
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閉 会 挨 拶

桑原愛知県知事

　1965年度の日米知事会議は・以上をもつて終了すること

になりましたo　　　　　　　　　　　　，

　皆様方の心からなるご協力によりまして、短時間であつたに

も拘らず・両国共通の重要問題を・⊇いに胸撫開いて討議

することが出来ましたし、又極めてスムースに議事が進行しま

したことを・衷心から感謝する次第であります。と同時に、

このたびの会議の成果が・先程述べられました共同声明の如く

両国地方行政の伸展に・一段と寄与することを念願するもので

あります。

　今後・⇔約樋間の多忙な旅行日勧・アメリカ側知事さん

に残されていますが・充分ご視察下さいまして、現在の日本が

当面している経済成長の姿・行政の実抵国民生活の実相等、

第三者としてご覧の上・ご批判・あるいはご教示願えれば誠に

幸甚と存ずる次第であります。

最後に皆様方に和かれましては・健康に充分御醗の上無事

に全日翫終えられ・今回の訪日の目的を充分達成されんこと

を・切に希望致しまして挨拶といたす次第でございます。
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議長閉会のととば

大阪府知事　左藤義詮

　1963年度日米知事会議も、これをもつて無事終了いたし

’ました。

　東京、大阪の両会議に和いて討議された問題は、いずれも日

米両国にとり・切実な関心の深い問題でございます。これにつ

いて貴重な報告と隔意のない意見交換が行なわれましたことは

この分野に和ける自治行政推進の上のみならず、相互理解と友

好親善に澄いても極めて有意義であつたと確信いたします。

　かくの如く、本会議が予期以上の成果を挙げ、成功裡に終了

しましたことは、ひとえにご出席の両国知事はじめ関係各位の

なみなみならぬご努力ご協力の賜物と・心から敬意と謝意を表

する次第でございまチ。

　な蔚・来年は日本側の知事一行が米国を訪問する番でござい

ますが・米国側知事の皆様に再び諭会いする日を今から期待い

たしております、

　最後に・日米知事会議の今後一層の発展とご出席の皆様のご

多幸・ご健康を●祈りいたしまして閉会のごあいさつどいたし

ます。ありがとうございました。
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付 録

ケネディ大統領の池田総理大臣あて親書



1963年10月7日

日本国内閣総理大臣

　池　　田　勇　入　閣下

アメリカ合衆国大統領

ジヨン・F・ケネディ

拝啓私はカンサス州のジョン・アンダーソン知事に対し・米

国知事会の構成員による第2回日本訪問にあたり、私の挨拶のメ

ッセージを貴下に和渡しするよう依頼致そうと存じます．1962

年の4月和よぴ5月に行なわれた米国州知事の日本訪問拾よび日

本府県知事の米国訪問が非常に成功したことについて、私は多ぐ

の好ましい報告を聞いて澄吻ます。

　日米両国の知事が多くの蝉した髄にっいて経験や意見を直

接交換することによつてすでに大きな進歩を遂げたことは、私を

勇気づけるもので動ます・私は・日米両国の公選知事間の友情

と相互理解のきずなを強める機会がますます増大することを望ん

でお・ります。

　われわれは・1964年の春に日本の知事各位が米国を訪問さ

れることを・喜びをもつて待ち受けて澄ります。私は、貴下なら

びに日本の全国民に対し・私の心からの挨拶と敬意を捧げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具

一121一



池田総理大臣からケネディ大統領あて返信

1963年11月15日

アメリカ合衆国大統料

　　ジヨン・F・ケネディ閣下

池 田 勇 入

拝啓カンサス州ジ・ン・アンダーソン2世に和託しにな6
　　　　　　　貿
た私あてご親書に対し・深く感謝の意を表します。

　日本とアメリカの知事各位が、相互訪問により・澄互の理解と

友情を一段と深め得ましたことは、まことに喜ばしい次第であり

ます。

　貴国の知事各位のとのたびのご訪問は・澄互に碑益するところ

があり、かつ・楽しいものであつたと信じます。日本側知事は・

1964年春の貴国訪問を心から待望いたして蔚ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具
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池田総理大臣とアメリカ知事との会見及び天皇謁見

（註）　’次の文は、10月15日付ジヤパン・タイムズの記事の

翻訳である。⇔

，

　9名のアメリカ州知事は・火曜日に池田総理大臣と気楽な会談

をしたあと、天皇・皇后両陛下に謁見しだ。

　池田首相は、自分は日本に和ける頑固な親米主義者の一入であ

り・またそれを誇りとしていると語つた。

　池田首相は・第2回日米知事会議開会式のあと、諭よそ15分

間・首相のいわゆる「打ち解けた会談」で、アメリカの知事たち

と非公式に会話した。

　UP工とニユースウイークの記者は、入場禁止の会見室に入る

ことを許された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　池田首相は「前吉田茂首相が日本でナンバー・ワンの親米主義

者として知られていたが・私はナンバー2だといわれて和り、そ

のような評判を得たことを誇りに思つている」と語つた。

　「私は戦後7回アメリカを訪問していますが、英語はさつばり

話せません。だが私は・貴国には非常な親愛の情を抱いています1

と首相は語った。

　知事たちは、第2次大戦後日本が為し遂げた「非常」な変化に
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深い感銘を覚えた首相に語つた。

　「この変化の一部は、アメリカに負うものであります。」と首

相は語った。

　「私か大蔵大臣の時、最初にアメリカを訪問いたしましてから

以後15年悶に、どcような変化えしたかという実例を申し上げ

ますと、当時私は・ホテル代に10ドルないし、14ドル支払い

ました。そして指紋を取られたのであります。最近政府は私に・

ホテル代として1日30ドルないし40ドルくれます。そして指

紋は取られないのであります。事実私は、最初に私の指紋を取つ

た方に澄会いしまして・昔のこどを語り合つたのであります。」

　デラウェァ州のカーベル知事は・日本の物質的進歩は・最も無

関心な観察者にとつても、注目に値するものあると語り、更に次

のように続けた。　「しかしこの物質的進歩以上に、日本国民のす

ぐれた精神力を看取いたします。日本国民は・偉大な国民であり

ます。彼等は勤勉で高い知性をもつて澄ります。」

　首相は「この進歩の陰には・国民の努力があります。　しかし、

私どもは十分な資金がありませんので、利子平衡税は廃止してい

ただきたい。」と述べたところ・アメリカの知事たちは・クスク・

ス笑いをした。

　この平衡税は、今年始めケネディ大統領が提案して以来、困つ

た問題になっていたのである。

　さらに首相は、「5年前私は、自由貿易は、日本の経済発展の唯一の道

であると考えました。そして今や私どもは・アメリカの自動車や機械が

一そう自由に日本に入って来ることを期待しています。」と述べた。
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